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平成29年度専門家派遣事例 1

開店記念の新メニュー『海老ラーメン』開発と販売促進支援北海道

支援体制

野本 栄ニ 氏

道央圏商工会議所ネットワーク

札幌商工会議所 中小企業相談所
白石支所

専
門
家

麺屋 樹（めんや いつき）

■業種：宿泊・飲食サービス業
■従業員：1人
■資本金： －（万円）
■創業：平成28年
■住所：札幌市白石区中央1条3-4-14
■企業概要：飲食店（ラーメン店）

■支援の経緯
本企業は、札幌市内で評判のラーメン店にて長期に渡り修業を重ね、平成28年11月に独立開業したラーメン店であ
る。開店から1年が経過し、自店のＰＲおよび札幌ラーメンのさらなる普及を図るため、道外で開催される「北海道物産
展」などの催事に積極的に出展を試みたいものの、その取り組み方がわからず悩んでいた。また、最近注目度が高く、
旨味の強い海老を取り扱った新メニュー開発も同時に進めたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当者がヒアリングをしたところ、これまでに物産展の出展経験はあるものの、従業員としての経験であり、催
事を主催する百貨店などへのネットワークは余り無いことがわかった。また、新メニュー開発予定の海老スープのラーメ
ンは、修行していた店舗では取扱いしておらず、海老スープの開発経験は無かったことから、ラーメン専門分野での販
路拡大や販促支援にて実績があり、実務経験が豊富で、かつ海老出汁ラーメンの元祖創作者でもある本専門家に依
頼した。

■専門家による具体的な支援内容
百貨店が開催する北海道物産展への出店においては、担当バイヤーとの関係性の
構築が肝であり、専門家の長年の経験を基にアプローチの仕方をアドバイスした。
また、新メニュー開発についても、専門家独自かつ長年の経験を基に、実際に調理場
にて、海老の取り扱い方法や本企業のラーメン、スープなどに調和するかどうかも含め
た「海老の使い方」「海老スープの作り方」をアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w5qDAQAY

支援

企
業

■氏名：野本栄二
■保有資格：食品衛生責任者
■専門分野：ラーメン専門、販路拡大・

販促支援
■専門家の声：物産展への参加方法、
また販売促進方法など、まずはキラー
コンテンツを持つことを提案させて頂き
ました。元々の素材が良かったのと、店
主の探究心が素晴らしかったのでとて
も良い結果となりました。

今回派遣していただいた野本先生のご提案はとてもわかり
やすく、すぐに実践して効果の期待できるものでした。
新メニューの試作もご自身の経験をもとに食材の効果的な
使い方、調理方法なども親切に教えていただき、商品開発か
ら、お客様への提供までとても効率的に進みました。
また、支援が終わってからもお客様を紹介していただいたり
とフォローもしっかりとしてくれて、とても助かりました。
大変ためになる支援をありがとうございました。

海老スープラーメンの商品化が完了し、開店一周年にあわせた新メニューとして、「海老ラー
メン醤油」、「海老ラーメン塩」がメニューに加わった。現在は限定メニューとしているが、来店
者から好評を得ているため、今後定番メニュー化も視野に入れている。
また、今後は北海道物産展等催事への出展を目指して、百貨店とのネットワークづくりも積極
的に取り組む予定である。

(下)海老スープラーメン

販路
販促
支援

店舗外観

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w5qDAQAY


平成29年度専門家派遣事例 2

新ＨＰ作成・ＳＥＯ対策支援により顧客増加で10％売上ＵＰ!青森県

支援体制

長谷川 伊邦 氏

青森県よろず支援拠点

専
門
家

對馬歯科医院・對馬顎関節研究所

■業種：医療・福祉
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：昭和12年
■住所：青森県青森市新町1-8-24
■企業概要：歯科診療・顎関節治療

■支援の経緯
本企業は先々代が青森市に創業した歯科医院であり、現代表が先代から承継してから40年以上経過している。これ
まで高度な治療技術と先進の医療機器を強みとし、青森市中心街の顧客をターゲットに主に保険外診療を中心とした
診療を実施してきた。しかしながら、既存顧客の高齢化、青森市内の歯科医院の増加による競争激化等により来院者
が減少し、経営状況が厳しくなってきていた。そこで、現状を打開し、来院者数の増加を実現したいと思っていたが、ど
う進めてよいか分からなかったことから、本企業のメインバンクを通して当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当Coが集客方法についてヒアリングしたところ、現在のPR手法はＨＰによる情報発信と口コミで実施して
いるとのことであった。しかしながら、ＨＰを確認したところ業者が作成したにもかかわらず、本企業の持つ独自性が訴
求されていない内容であった。そこで、本企業の独自性・強みを打ち出したコンテンツに変更する必要があると判断し、
ＨＰを活用したブランド構築の手腕に長けた本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
施術状況や治療方針等をヒアリングし、本企業の特徴・強みを整理し、顕在ニーズ・潜在ニーズに
優先順位をつけ、ＨＰで打ち出す情報とイメージの策定を支援した。具体的には、これまでのＨＰでは
強くアピール出来ていなかった、①予防治療への取り組み、②技術による痛みのコントロール、③歯
と病気の関わりを踏まえた治療、④極力抜かない治療、⑤県内唯一の国際口腔インプラント学会認
定施設、⑥確かなインプラント技術という、コアコンピタンスをわかりやすく整理し、効果的に打ち出す
ことで、集客増につながるリニューアル案の策定を支援した。この他、ＳＥＯ対策として優良登録サイト
への登録方法等のアドバイスも実施した。

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fbvjuAAA

支援

企
業

■氏名：長谷川 伊邦
■保有資格：ＭＯＳ Ｅｘｃｅｌエキスパート
■専門分野：ウェブデザイン
■専門家の声：サービスの強みを整理
してＨＰへ掲載してはいましたがニーズ
と上手く繋がっていなかった部分を改善
する事で効果に繋がったと思います。
専門家の客観的視点でサービスを見直
す良い機会にできたのではないかと思
います。

長谷川さんには「100才まで健康できれいな歯」という私の
理念、それに基づく当院の診療方針をどのようにＨＰで表現
していったらよいかという部分について、大変親身になって聞
いていただきました。長谷川さんのアドバイスは具体的で初
心者にも分かるよう専門用語を極力使わない助言で大変分
かりやすかったです。おかげ様で当院の理念が伝わるＨＰに
改正することが出来、集客にも結び付いています。
今後はさらに患者様に信頼される歯科医院となっていきま
す。大変有効なご支援をいただきありがとうございました。

本企業の抜かない診療方針や県内唯一の国際口腔インプラント学会認定施設であることを
アピールすることで、他企業との差別化が図られたＨＰに改正することが出来た。リニューアル
後、本企業に診療に訪れた新規顧客が1ヶ月平均で前年同期比10％アップと、顧客増加に繋
がる成果が出ている。また、優良登録サイトへ登録したことにより、診療に訪問されたお客様
が、同サイトに高い評価を口コミするという相乗効果も出ており、今後さらなる新規顧客の獲得
が見込まれる。 支援前ＨＰ 支援後ＨＰ

支援風景

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fbvjuAAA


平成29年度専門家派遣事例 3

地元業者との連携促進で銀座店の売上ＵＰに繋がった支援岩手県

支援体制

村山 賢誌 氏

いわて中小企業支援プラットフォーム

大船渡商工会議所

専
門
家

株式会社 ウエディングまるしち

■業種：宿泊・飲食サービス業
■従業員：18人
■資本金：3,000万円
■創業：昭和39年
■住所：岩手県大船渡市大船渡町笹崎51-22
■企業概要：冠婚葬祭業

■支援の経緯
本企業は、昭和39年にまるしち会館として仕出し・婚礼式場にて創業し、昭和59年に株式会社ウエディングまるしちと
して営業展開してきた。東日本大震災津波の被害に見舞われるも、2016年12月に本店営業を再開した。東京・銀座に
2015年に開店した飲食店の収益が伸び悩んでおり、経営改善を急務とした課題として当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関においてヒアリングを実施したところ、東京の顧客へ大船渡の食文化を提供したいと考えているが、本店業務
多忙のため銀座店運営は現地の料理長に任せがちになっている。そこで、具体的な営業展開を拡大させるため、銀座
店の売上を伸ばすための支援を望んでいることが分かった。また、来店客のデータから岩手県に関係するお客様の利
用が多いことは把握しており、飲料、製造販売業者との取り組み方などの支援も望んでいることがわかった。東京都生
活営業センターにも登録しており、飲食サービス関連等の支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
銀座店での酒・自然、文化をキーワードとしたフェアなどの展開だけでなく、本店のバックアップとして、岩手県内の酒
の蔵元やビールの醸造元との連携を明確にした。他の飲食店との差別化を図るために、営業まわりにも同行し、複数
の蔵・ワイナリーからのデータ提供や杜氏の店舗来訪の協力を得るための連携強化の重要性を
すすめた。また、酒と食事をマッチさせたフェアについて、岩手県関連のメディアにも紹介して
もらった。岩手県流通課や東京事務所など協力先への情報提供や積極的な協力依頼の実施
と銀座店舗での販売促進などについて助言した。今後は食材について取り扱いを広げて、
岩手県の（食材を扱う）専門料理店としての認知度を向上させていくことが課題となっている。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RximbAAB

支援

企
業

■氏名：村山 賢誌
■保有資格：中小企業診断士/フードコー
ディネーター等

■専門分野：事業再生及び再チャレンジ
/ 事業承継 / 経営革新 / 資金繰り
■専門家の声：店ならではの“こだわり”を
持ち、それをお客様に知っていただくこと
が成功の鍵です。当社は、良さ＝資源を
持っており、その掘り起こしをお手伝いさ
せていただきました。

遠方までお越しいただき誠にありがとうございました。丁寧
にご指導いただき、企画のパイプ役として、一緒に営業回り
や詳細なご連絡などいただき大変助かりました。 また、岩手
県内企業とのつながりなど、営業力不足を補っていただき本
当にありがとうございました。

岩手県内で製造される日本酒・ビール・ワインなどを打ち出した企画の実行に向けて、酒蔵やワイ
ナリーとの連携も実施できてきた。ワイナリーからは営業担当を派遣してもらい、接客対応等の指
導・助言をもらうこともできた。また、認知度をあげるため年末にかけてのフェアを継続することが有
効であり、9月は40件のフェアの予約を受けるまでになった。酒蔵との関係強化や新規取引、食材の
幅を広げることなどについて、今後は自立して取り組んでいけるようになると思われる。

ワイナリーからスタッフへの
レクチャー風景

銀座店の外観

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RximbAAB


平成29年度専門家派遣事例 4

災害対策だけでなく社員の意識向上へ繋がったＢＣＰ策定宮城県

支援体制

渡邉 明代 氏

みやぎ地域産業支援プラットフォーム

石巻商工信用組合本部

専
門
家

河北トラック 株式会社

■業種：運輸・郵便業
■従業員：26人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和31年
■住所：宮城県石巻市重吉町8-18
■企業概要：パルプ・紙製品の輸送

■支援の経緯
本企業は、荷主のサプライチェーンの一部を担っている貨物運送業者であり、首都圏や東北一円で、大手製紙会社
のパルプ・紙製品を、大型トラックやトレーラーで長距離輸送している。先の東日本大震災の教訓から、首都圏での災
害を含め、様々なリスクへの対応力を強化することが、企業価値を高めることにつながると認識しており、ＢＣＰ（事業継
続計画）を策定したいと思っていたが、具体的な手順等がわからなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員がどのようなＢＣＰを策定したいかヒアリングしたところ、公益社団法人全日本トラック協会から提供
されている「中小トラック運送事業者のためのリスク対策ガイドブック」に盛り込まれているひな形を利用したいと考えて
いることがわかった。しかしながら、幅広い項目がある計画を策定するには、リスクを明確化するための現状分析から
始める必要があり、ＢＣＰ策定の支援実績が豊富な専門家の支援が必要だと判断したため、本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、ＢＣＰの概況、必要性、策定のメリット、策定手順について、分かりやすく説明を
行い、理解を得た上で支援に着手した。
各項目（①基本方針②ＢＣＰ体制③緊急連絡体制④初動対応⑤重要業務の継続対応
と事前対策⑥緊急救援物資輸送⑦復旧の記録⑧運用管理規定）の基本的な部分につ
いては、本専門家が本企業の担当者と一項目ずつ協議・検討を行い、その協議事項を
次回支援までのインターバル中に、本企業の策定チーム内で掘り下げてもらうことで、
3回の支援を効率的に行い、発動基準、対策本部の組織と役割、担当の組織図、
重要業務、目標復旧時間等を定めていった。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8lAAB

支援

企
業

■氏名：渡邉 明代
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：ＢＣＰ策定・貿易実務
■専門家の声：
ＢＣＰ策定後は、後継者が中心となり
社員と一緒に勉強会や訓練を実施し、
使えるＢＣＰとなるよう支援しました。
ＢＣＰは企業価値を高めるだけでなく、
社員教育にもつながります。

東日本大震災を経て、改めて「人的・物的・知的資産」をど
のように維持・継続していくかが当社の課題であり、ＢＣＰは
沿岸部にある当社にとって、欠かすことのできない災害等へ
の対策と考えておりました。
今回、ＢＣＰ分野に精通している渡邉先生から、とても的確
なアドバイスを頂き、 非常時に冷静に判断し、行動に移す
準備ができました。今後も、従業員の安全を第一に考え、当
社の状態に見合うＢＣＰを構築してきたいと思います。ご指導
ありがとうございました。

本企業の懸案であった、首都圏や東北一円で、災害等の非常事態への対応力を高めるための
ＢＣＰの策定をすることができた。
社員数名を策定メンバーとしたことで、社員の非常時における役割を認識でき、意識も高まった。
また、本企業の基本方針の最重要項目「従業員とその家族を安全に守ることを最優先する」とい
う指針を、社員に浸透させる機会にもなった。
今後、非常時対応を話し合う社内勉強会を定期的に実施し、ＢＣＰを更新していくことになった。 ＢＣＰのＰＤＣＡサイクル

策定：Ｐ

訓練：Ｄ

確認：Ｃ

更新：Ａ

BCP

所有トラック

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8lAAB


平成29年度専門家派遣事例 5

新規Ｗｅｂサイトの立上げとＳＮＳを活用した集客増加への支援秋田県

支援体制

佐藤 和真 氏
専
門
家

株式会社 裕紀

■業種：生活関連サービス・娯楽業
■従業員：3人
■資本金：650万円
■創業：平成28年
■住所：秋田県由利本荘市浜三川字西大台101-34
■企業概要：ゴルフ練習場

■支援の経緯
本企業は平成28年に創業し、ゴルフ練習場である『ゴルフガーデンナイスイン』を運営している。当拠点では起業に向
けての事業計画書作成段階から支援をしている。現状としては計画通りの売上目標を達成出来ているが、更なる売上
アップを図るため、新規のターゲットとしている学生や女性に向けた情報発信の方法について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点の担当Coが情報発信方法についてのヒアリングを行ったところ、WebサイトやＳＮＳによる情報発信が必要と
考えていたが、どのように構築、活用したらよいか分からず実施に至っていない状態であった。そこで新たなＷebサイト
の立ち上げやＳＮＳの効果的な活用による情報発信をするため、Ｗebサイトの構築、デザインの支援実績が豊富な本
専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、現状のWebサイトやSNSツールの確認を行い、新たにWebサイトを構築するためのドメインや
サーバーの選択や、各種ツールについての支援も、安心して行えるようにベース作りをしながら実施
した。また、Webサイトへ盛り込む文言の作成、画像の選定についても、本企業が思い描いていたも
のへ近づけるようにした。新規顧客獲得のため、スマートフォン対応のテンプレートを使いながらレイ
アウトについてもアドバイスし、独自ドメインを使用したWebサイト公開の支援ができた。当初、PCや
スマートフォンには不慣れな点が見受けられたが、常に前向きで、『積極的にWebサイトを構築した
い』、『完成させたい！』という意欲が感じられた。また、支援の際にも、完成までスピード感をもって
進めることができたのは、事業者の熱意の賜物と思います。

支援概要

成果

事業者の声専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000pk1QAAAY

支援

企
業

■氏名：佐藤 和真
■専門分野：Webサイト構築など
■専門家の声：今回、Webサイトを構築
されたいという依頼でしたが、Webサイト
を以前構築されようとしていたため、今
回は公開まで確実に支援させて頂きた
いと思いました。ベースとなる情報も各
種お持ちでしたので、3回という限りある
時間の中でも有効活用しながら制作が
できました。

以前、自分一人でHP作成しようとしてやり方がわからず、
途中で断念していました。今回、佐藤和真先生のご指導のお
かげでHPを作成することができました。とても丁寧にわかり
やすく説明いただき、仕上がりも大満足です。
このHPのおかげで、とくに県外から由利本荘市に出張で来て
いる方や若い世代の方がスマホで検索し、ご来場いただける
ケースが増えました。
HPがあることは、会社の信用にも繋がるので、佐藤先生に
はとても感謝しています。

支援を受けて、CMSのWordPressと既存のテンプレートの使用により、短時間でWebサイトを構
築することができた。また、ブログ記事の作成やコンテンツの修正もWordPressにより容易にでき
るため、サイトの更新もしやすくなった。ライセンスフリーの画像から、クオリティが高くインパクト
のある画像を選定することができた。
http://golfgarden-nicein.com

支援状況

ゴルフガーデンナイスインのWebサイト

秋田県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000pk1QAAAY
http://golfgarden-nicein.com


平成29年度専門家派遣事例 6

知的資産の承継で「頑固親父のこだわり麺」を全国に発信！山形県

支援体制

中川 憲一郎 氏

プラットフォームやまがた連絡協議会

公益財団法人山形県企業振興公社

専
門
家

麺工房ゑり善

■業種：製造業
■従業員：17人
■資本金： -（万円）
■創業：平成13年
■住所：寒河江市大字寒河江字鶴田11-7
■企業概要：生そば等の製造販売

■支援の経緯
本企業は平成13年に現代表および次男が共同で創業し、生そばの製麺を主業としている。商品の特徴は、日本そば
の風味を損なうことなく製麺した細麺と、「頑固おやじのこだわり麺」をキャッチコピーとした商品ブランドマークで、売上
高は増加傾向にある。今般、ものづくり補助金の採択や経営力向上計画の認定を受け、新商品の開発や販路開拓に
取り組む中で、次男への円滑な事業承継に向けた進め方について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関職員がヒアリングを行ったところ、現代表の長女がデザインしたラベルのブランド力の他、試食販売での消費
者ニーズ把握や、試作対応力、取引先に対する生きた商品説明、社員のモチベーションの高さなど、優れた知的資産
を有する一方で、将来の事業拡大に対する経営データの可視化不足が見受けられた。今後予定している事業承継に
合わせ、本企業の知的資産を体系的に整理し、さらに各種経営データに基づくＫＰＩを盛り込んだ経営計画を策定する
のが有効と判断した。そこで、製麺業の指導実績があり、経営計画策定に定評がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
後継者の次男は、創業以来製造・販売の第一線を経験した、たたき上げの人物
である。その沿革について実体験を交えて丁寧にヒアリングし、これまで蓄積され
た知的資産について様々な視点から整理した。また、向こう3～5年を想定した、
販売エリア拡大、社内組織体制づくり、法人化などの成長目標にあわせ、課題を
抽出、優先順位について整理し、経営判断の材料にできるような計画書を心掛け
策定を支援した。さらに、経営理念の推敲、価値創造ストーリーの構成、取引先毎
の販売推移分析を元にした売上区分の再設定などのアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9hAAB

支援

企
業

■氏名：中川 憲一郎
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営戦略、生産管理
■専門家の声：創業経緯が大変ユ
ニークで、面談の際には、どんな面白
いお話が聞けるかと、毎回楽しみに臨
みました。後継者である部長様の経営
や業界に対する熱い信念が、今後も
内外を巻き込んで、自他共に大きく成
長していかれると確信しています。

社長と二人三脚で「現状維持は後退」を合言葉に日々の業
務に邁進してきましたが、この度はじめて経営の原点を振り
返る大変いい機会となりました。専門家の客観的な見方で、
当社の強みを可視化していただき、創業当時のやる気が再
現されたような新鮮な気持ちです。
また、自分の頭の中に描いていた計画を明文化してもらうこ
とで、社内での目標が共有され、対外的には、この経営計画
書をベースにした会社案内を作成し、目に見える形で私たち
のポリシーを伝えることができるようになりました。大変あり
がとうございました。

商品力や技術力などの目に見えない強みを再認識し、経営計画に盛り込むことで今後進む
べき道が明確になった。また、売上データの可視化により、今まで感覚的な把握に留まってい
たものが数値化され、認識との相違が確認できたことで、アクションプランの整理につなげるこ
とができた。今回作成した経営計画に沿って、売上増加に向けた営業強化や社内体制の確立
等を実行していくことで、本企業の発展への寄与が見込まれる。

主力商品の「老舗のそば」

各資産の価値創造ストーリー

知的
資産
経営

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9hAAB


平成29年度専門家派遣事例 7

自律的な５Ｓ活動サイクルの確立支援による生産性向上福島県

支援体制

金沢 喜弘 氏

ふくしま中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人福島県産業振興センター

専
門
家

千歳金属 有限会社 福島工場

■業種：製造業
■従業員：14人
■資本金：3,000万円
■創業：昭和33年
■住所：福島県岩瀬郡鏡石町境150
■企業概要：板金加工

■支援の経緯
本企業は、昭和33年に東京都で創業し、昭和59年に福島県鏡石町に工場を立地した板金加工業である。本企業は
受注生産であるが、利益率の向上が課題となっていた。そのため、経営改善計画の策定に着手し、管理会計の導入と
営業面の改善で利益率の改善を図った。その次に、生産性の向上が課題となり、現社長の長男である専務が中心に
なって、５Ｓ活動の導入による現場改善に着手することになった。そこで、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当職員がヒアリングと工場視察を実施したところ、現場での｢移動のムダ｣・｢探すムダ｣・｢治工具備品等の
在庫のムダ｣等があり、ムダ、ロスの排除による生産性の向上が見込める項目が多数あることが明らかになった。そこ
で、５Ｓ活動の導入、推進体制の構築、定着化と自律的な５Ｓ活動にするため、製造業への５S活動やQCD改善の指導
実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業にとっては、初めての５Ｓ活動への取り組みということと、通路と作業場の区分もできて
いない状況であったことから、５Ｓの基本的な知識と活動方法の指導及び工場内での整理・整頓・
清掃の実践からスタートした。具体的には、不要物の撤去、定期清掃の実施、床にラインマーカー
を引いて通路と作業場の区分などを実施した。
次に、工具・消耗品などの種類を数多く抱えているので、「探すムダ」を省くため、３定（定品・定
位置・定量）の仕方を指導した。工場全体が整然とし始めたところで、自発的に５S活動のPDCAサ
イクルを回すための仕掛けや、仕組づくりの支援を行った。具体的には、毎月、改善箇所を定め
て、期限と担当者を決めて改善に取り組むサイクルを確立できるようサポートした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000lUqaKAAS

支援

企
業

■氏名：金沢 喜弘
■保有資格：第一種衛生管理者
■専門分野：ものづくり
■専門家の声：何のための５Ｓなの
か？この理解と納得が活動推進の原
動力です。少人数をハンディとせず、
全社員の意思疎通が図りやすいとい
うことを強みに変え、全員参加の自律
的な５Ｓ活動定着につながりました。

５Ｓ活動導入にあたりまして 最も不安だった事は 日々の
業務中に仕事を止めてまで５Ｓ活動を行う事に従業員の理解
が得られるかでした。
専門家の先生との最初のヒアリングの際、弊社の業務内容
及び業務形態から、スムーズに５Ｓ活動を取り組めるように
対策テーマを決めていただいたので、スピード感を持って改
善活動ができました。結果、比較的早い段階で 各従業員が
改善の効果を実感する事が出来たため、全員参加での５Ｓ
活動の浸透・定着に成功しました。

５Ｓ活動の導入、推進体制の構築、定着化と3段階での支援を行ったことにより、自社で継続
して５Ｓ活動に取り組めるようになった。また、多くのムダやロスが減少し、生産効率が上がり、
営業戦略との相乗効果で、売上総利益率が５％増加した。また、清潔感のある綺麗な職場環
境になったことで、顧客からの評価が高まっただけでなく、職場での怪我がなくなり、安全面で
の効果や、従業員の意識向上による職場定着率の向上などの効果も実感できている。

５Ｓ活動の導入前

５Ｓ活動の導入後

その
他

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000lUqaKAAS


平成29年度専門家派遣事例 8

生産性向上に繋がるレイアウト改善と生産方法変更支援茨城県

支援体制

御代川 忍 氏

いばらき中小企業サポートネットワーク

公益財団法人茨城県中小企業振興公社

専
門
家

大一機材工業 株式会社
■業種：製造業
■従業員：13人
■資本金：4,800万円
■創業：平成2年
■住所：茨城県笠間市安居2561-2
■企業概要：建設用の建材を運ぶハンガー
パレット等の製造販売並びに関連商品のリース
レンタル業務

■支援の経緯
本企業は建設現場で建材を運ぶハンガーパレットを製造販売している。製品の加工工程は、角材カット、プレス、溶接、
組み立て、メッキ、仕上げであるが、下記のような課題を抱えている。
・各部品が大きく、重いため、作業者への負担が大きい。
・仕掛品のサイズが大きく、広い保管場所を必要とするうえに、移動に時間を要する。

過去に独自の改善を進めてきたが、作業者の負担が少なく、安全でスムースな生産方法を外部の意見を取り入れな
がら確立したいと当機関に相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関でヒアリングを行ったところ、社内での改善取り組み意識は強いが、手法が分からないことが課題であった。そ
こで大手製造業の現場で豊富な管理・監督業務経験を有しており、総合的な方向付けや

課題解決の能力に優れている本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
本企業の製造現場を観察し、モノと情報の流れの現状を把握。同時に物の滞留に焦
点をあて、ネック工程を特定した。「歩く」「運ぶ」といった付加価値の無い仕事をしている
時間が多い事を指摘し、人の仕事を「動き（捜す、歩く、運ぶなど）」と「働き（切る、曲げる、
取付ける、溶接するなど）」に分け、動きの時間を働きに変えるよう指導した。 例として、
重量のあるハンガーパレットを10台ずつフォークリフトで床に並べてから組立作業を行う
「まとめづくり」を、2人がチームとなり1台ずつ組み立て作業を行う「1個流し」に変えること
で、部品取付けの度に発生していた無駄な歩行や部品搬送作業を無くした。 「動き」を「働き」に変える改善は、フレー
ムの材料切断から穴あけプレス・溶接に至る流れの工程にも横展開をはかり、材料や部品の移動距離の短縮や上下
搬送の削減を行うよう支援をした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oysh4AAA

支援

企
業

■氏名：御代川忍
■保有資格：
東京大学ものづくり経営研究センター
「ものづくりインストラクター」

■専門分野： 生産管理、生産性向上
■専門家の声：
社長をはじめ、メンバーの改善意欲が
高く、改善計画が着実に実行できた。こ
れを続けることでさらに大きな改善効果
が期待できる。

御代川先生のアドバイスで、社員一同改善する意識を共有
することができました。なかでも御代川先生のご提案の「1個流
し」作業は、無駄な動きや作業を少なくすることによる効率の
改善だけでなく、モノの流れの適正化からレイアウト変更する
ことで、スペース確保さらには安全向上にもつながりました。

その結果、今後の新規設備導入への筋書きが見えるように
なってきました。今回のご支援で改善意識を社員一同、共有す
ることができ、社員のやる気が深まったと思います。御代川先
生には感謝いたします。

ハンガーパレット組立の「10台まとめづくり」から「1個流し」に変えたことにより、時間当たりの生産
数が約20%向上した。また、治工具や部品を作業者が取り易い位置に近づけることにより、歩行や持
ち運びの時間「動き」を削減。付加価値の低い作業を可能な限り少なくする改善運動を工場内で展開
できた。これらの改善活動の結果、売上10%UP実現につながった。
社員に対し、作業を観察して「動き」か「働き」かの判断をする指導を行ったことで、今後の自主的な
改善計画の実行が期待できる。 ○○○（キャプション）

10台ずつのまとめづくり

2人1組の1個流し

もの
づくり

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oysh4AAA


平成29年度専門家派遣事例 9

長期勤務者を含めた人材を活かした就業規則の見直し支援栃木県

支援体制

門倉 秀夫 氏

栃木県よろず支援拠点

専
門
家

有限会社 小堀材木店
■業種：卸売・小売業
■従業員：30人
■資本金：2,000万円
■創業：昭和38年
■住所：栃木県宇都宮市宝木本町1166-2
■企業概要：①木材販売②住宅資材建材販売

③在来工法プレカット加工（UPL）
④太陽光発電システム販売・施工

■支援の経緯
本企業は職場のルールである就業規則の見直しを長期間実施しておらず、定年制度や育児・介護休業、諸手当の
在り方など、検討の必要性を感じていた。また、新規の人材確保が難しくなっており、本企業の業種・規模・地域と照ら
し合わせて適正な賃金水準であるのか、日常の労務管理における疑問と不安が発生していた。そこで、今後の人材活
用や若年者の新規雇用に際して、社会情勢の変化に対応する労務管理体制を実現するため、当拠点に相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点によるヒアリングの結果、法的情報の提供や単なる規則を策定するための助言にとどまるのではなく、本企業
の現状課題を把握した上で、未来志向で労務を捉え、策定後の規程運用に至るまで積極的に関与いただける専門家
を選定する必要があった。そこで、金融機関出身で企業経営の視点を有し、労務管理から人事制度構築まで幅広いコ
ンサルティング経験と実績のある本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
本企業における就業規則や協定書の現状について確認するとともに、現状の労働法制や就業規則の重要性につい
ての理解を進めた。例えば、給与支払において給与規程にない手当が支給されていた。また、育児介護休業法におけ
る「パパママ育休プラス」の取得など、従業員が目的を持って調べれば、必要な情報を簡単に把握できる時代であるた
め、最新の法令に準じていない規則・規定は従業員の不信を招くことを多くの事例をもって説明。就業規則は最低1年
に1回見直すことを提案した。
少子高齢化といわれ、人材確保が難しい時代、在籍する人材が長期勤務している
ことは本企業のすばらしい長所であり、それを活かしていくことが重要である。賃金だけで
なく、お互いに協力し合う大家族的な風土が醸成されていて、人材を大切にする方向性を
強く感じることができたため、会社としてどう表現していくかの方法の検討を支援した。

支援概要

成果

事業者の声専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SmSNkAAN

支援

企
業

■氏名：門倉 秀夫
■保有資格：社会保険労務士
■専門分野：人事制度構築
■専門家の声：
労務的な制約は経営者にとってコスト
的にも非常に負担がかかるものであ
りますが、社会的変化に対応した人
事労務体制を構築することが、企業
経営の発展には重要な要素であると
考えます。

なかなか見直し改定ができなかった就業規則でしたが、
時代にも弊社の従業員にも合うように考えてくださいました。
とても良い就業規則が出来上がったと思います。
御提案いただいた、年1回の見直しも意識しながら、運営
したいと思います。
ミラサポ、門倉先生に感謝しております。

「就業規則がなぜ、大切なのか？」の理解を深められた結果、就業規則を単純に改定するので
はなく、従業員へのヒアリング実施により個々の意見を丁寧に吸い上げて就業規則の見直しを実
施した。もともと経営者と従業員の距離感が近い本企業であったが、今回の規則改定によりさらに
距離感が縮まった。人材の採用においても、単に賃金水準の引き上げが人材獲得につながらな
いことを理解し、世代間で求める社会的ニーズをしっかりと把握できたことで、多様な人材が生き
生きと働ける礎ができた。

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

社員全員の集合写真

改定した規程類

雇用
労務

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SmSNkAAN


平成29年度専門家派遣事例10

ＩＳＯ移行審査対策 と ＢＣＰ構築に向けた効果的運営支援群馬県

支援体制

下田 雅博 氏

群馬県よろず支援拠点

専
門
家

群馬精工 株式会社
■業種：製造業
■従業員：107人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和43年7月8日
■住所：群馬県前橋市朝倉町3-31-8
■企業概要：超高精度アルミニウム合金

冷間鍛造

■支援の経緯
本企業は自動車産業向け及び他業種へ冷間鍛造の精密プレス部品を製造、供給しており、高い技術力を持つ優良
企業である。各種精密プレス機械装置を数多く備え、関連工場内には金型設計と金型製造部門を持ち、顧客要求「短
納期・小ロット」に対応し「量産品の製作から生産管理全般」をシステム化。自動倉庫の導入をはじめ、資材管理、工程
管理、品質管理、VA活動にも高い評価を受けている。ＩＳＯ9001-2015年版の改訂・移行審査が迫っているとともに、大
手取引先よりBCPについての対応も求められていたため、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点でヒアリングを行ったところ、ISOの移行審査にあたり、品質・環境マニュアルと2015年版に対応した社内管理
体制、有効な内部監査の実施の見直しなどに不安要素があり、専門家の助言を求めていた。
BCPについては「協力会社・部品供給企業のリスク対策」を盛り込んだ支援を実施することとなった。情報システム大
手企業出身で、経営管理やITを熟知し、情報技術の指導、リスクアセスメントの指導ができるＩＳＯ審査員であり、支援
実績が豊富で、ミラサポでの評価も高い本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
ＩＳＯ9001：2015年改訂版の規格改訂(改正)要求事項の狙い、着眼点を解説しながら、
特に経営課題に関する経営アセスメント分析手法などの助言を行った。併せて、本企業の
今期重点課題であり、大手取引先から対応を求められていたBCPについての指導を行った。
経済産業省が推進しているBCPのガイドラインと、BCP管理帳票のひな形をベースに、
具体的な事例を挙げながら様式を活用、短時間でBCP策定指導を行った。

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t4L96QAE

支援

企
業

■氏名：下田 雅博
■保有資格：ＩＳＯ9001・14001審査員 情報処理技術者
■専門分野：ＩＳＯ、ＢＣＰ、ＩＴ、ＨＡＣＣＰ等
■専門家の声：ＢＣＰは大規模自然災害
の特定以外に、「基幹情報システムの大
規模障害」、近年では、「竜巻、バイオハ
ザード」などが想定される。災害発生直
後から、直ちに「ＢＣＰマニュアル」のもと、
「復旧プロセス」が発動され実行できる仕
組みづくりを助言、指導しました。

ＩＳＯに関しては、本企業が事前に準備していた内容をベースに、事例を交えた指導の結果、
品質マニュアルの改訂作業が完了。品質保証体系図、関連帳表類、該当文書類（規定、手順
書、標準書）などとの関連性、整合性を整理でき、移行審査への準備が万全となった。
ＢＣＰに関しては、事象発生以降の時系列をイメージし、重要なポイントをしっかり認識させる
ことができ、本企業自身によるＢＣＰ作成が可能となった。

○○○○（キャプション）

○○○（キャプション）

この度、群馬県よろず支援拠点を通してミラサポ専門家派
遣をご利用させて頂き、8月に実施したＩＳＯ2015年版への改
訂更新・移行審査を無事終えることができました。マニュア
ルを新たに作り直す事から内部監査員の育成に至るまでを
とてもわかりやすく助言・ご指導いただきました。また、ＢＣＰ
に関しましては、経営リスクの間換え方や進め方等、アドバ
イスを頂きました。現在、自社の実情に基づいたＢＣＰの作
成を進めております。

もの
づくり

規格改訂に関する解説と助言

ＢＣＰ策定に関する解説と助言

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t4L96QAE


平成29年度専門家派遣事例 11

従業員への事業承継へ向けた社内の協調体制の構築群馬県

支援体制

清水 邦宏 氏

群馬県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人群馬県産業支援機構

専
門
家

有限会社 矢内製作所

■業種：製造業
■従業員：18人
■資本金：500万円
■創業：昭和40年
■住所：群馬県伊勢崎市波江町2368-16
■企業概要：金属部品の仕上げ加工

■支援の経緯
本企業は鋳造部品のバリ取り加工を行う製造業である。昭和40年に現社長の父が創業し、平成2年に実弟が事業承
継。平成8年に実弟が死去したため、現社長が就任し現在に至る。女性社長として20年あまり頑張ってきたが、自身の
年齢も73歳となり引退を考えるようになった。事業承継について取引金融機関と話し合う過程で専門家の支援を仰ぐこ
とが必要との結論となり、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
社長には相続をする親族がいないため、当初はＭ＆Ａも含めた幅広い視点で事業の引継ぎを考えていた。しかし当
機関によるヒアリングの過程で、従業員の中には後継候補となる人材もいることがわかり、熟慮のすえ親族外承継を決
意するに至った。その結果、支援のテーマが後継者の育成に絞られ、社長塾講師等の経験が豊富で後継者教育のエ
キスパートである本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず社長と後継候補者を交えたディスカッションの場をつくり、本企業の抱える経営課題の
洗い出しを行った。スムーズな承継の阻害要因に対し解決の優先順位をつけることが目的で
あったが、後継候補者に対する「経営への参画意識」の醸成につながった。
限られた回数の中で効果的な成果を出すべく、組織マネジメント手法にテーマを絞り込んだ。
「経営とは何か」「リーダーシップとは」「コミュニケーションのとり方」「コンプライアンスについて」
「リスクマネジメント」「ビジネスマナー」など経営者としての基礎的知識の修得を中心に支援を
行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxijUAAR

支援

企
業

■氏名：清水 邦宏
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営全般、経営再建、
人材育成
■専門家の声：
何事にも協力的な社風で企業の一
体感を感じました。事業承継がより一
層の企業の発展につながるものと期
待しています。

本企業が支援の経過や内容をオープンにして全従業員に周知していたことで、経営者の交
代に対する全社的な認識共有がなされた。支援を通じて職場管理者、後継候補者らが自らの
役割を再認識し、誰が新しい社長になっても一枚岩となって事業運営ができる体制に近づけ
た。事業承継の実現には組織づくりなど社内の協調体制を構築しておくことが重要であること
に気づき、即座に行動できたことが今回の支援の大きな成果であった。

○○○○（キャプション）

○○○（キャプション）

清水先生にご支援をして頂くまでは、事業承継とは単に後
継の社長を決めることだと考えていただけでした。やるべき
ことの多さと長い時間が必要となることがわかり驚いていま
す。今後は金融機関や税理士さんと相談しながらひとつひと
つ作業を進めていくつもりですが、やはり大切なことは、従
業員の理解と協力、取引先との信頼関係など目に見えない
ものの承継ではないかと考えています。そのことに気づくこ
とが出来てとても有意義なご支援でした。

事業
継承

経営課題の洗い出しの様子（上）（下）

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxijUAAR


平成29年度専門家派遣事例 12

スクワランオイルのリブランディング・販路拡大支援埼玉県

支援体制

高橋 憲示 氏

さいたま商工会議所

専
門
家

Norman

■業種：卸売・小売業
■従業員：2人
■資本金： -（万円）
■創業：平成26年
■住所：埼玉県さいたま市南区内谷4-15-9-201
■企業概要：スクワランオイルの卸売小売

■支援の経緯
本企業は40年の歴史をもつ、天然由来成分の100％スクワランオイル「ノーマンⅢ」の卸売・小売業者である。平成26
年に、この商品の素晴らしさを沢山の人に知ってもらいたい。また、肌のトラブルに悩む人のお役に立ちたいとの事業
者の強い思いで事業を継承し、卸売中心の販売をしてきた。しかし、卸売業者の高齢化による廃業・閉店により、売上
減少傾向にあり、この事業の建て直しを進めようと決意した。しかし、どう進めてよいか分からず当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関がヒアリングをしたところ、平成26年に当事業を先代より引継いでから、卸売中心の販売であり、小売りは来店
客中心の守りの営業であった。卸売業者の廃業、ご愛用者の高齢化により、売上が減少傾向であることが分かった。
新たな販売先の開拓を図るため、卸売中心の販売から個人対象の小売に販売活動を転換すること、及び商品のリブ
ランディングが課題と判明した。そこで、ブランド戦略・販路拡大に支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本商品である「ノーマンⅢ」はスクワランオイルの基礎化粧品である。これまでは、30～50代の一部
の女性のみをターゲットとしていた。そこで、対象顧客の再検討を行い、リブランディングに係るパッケ
ージデザインの一新、HPの開設について、提案及びアドバイスを行った。また、詳細にヒアリングして
いくと、営業活動方法・顧客管理・販売管理等の社内営業体制が確立できていない状態にあることが
わかったので、具体的には、対象顧客を男性を含めた0歳から100歳として、ターゲットを広くすること、
また、社長の思いや新しいコンセプトに合わせたアイコンとトレードマークの作成とあわせ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ
とＨＰのWeb作成、個人販売代理店の組織化について支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiaSAAR

支援

企
業

■氏名：高橋 憲示
■保有資格：仕組家
■専門分野：ナノブランディング
■専門家の声：自社の強みや弱みは
対象との関わり方によってどうとでも
変化する。大切なのは「世の中の為
に事業を行うこと。」自社の売り上げ
は世に創った笑顔に乗じて増減しま
す。ニーズの大きい公益的な事業の
実施に企業の大小はありません。

様々な貴重なアドバイスが驚きの連続でした。
未経験な事ばかりで、事業計画を進めていくにも
一つ一つ勉強です。
先生には、その都度丁寧にご指導戴き、大変感謝
しております。
一日も早く、社会の役に立つ存在意義のある「ノー
マン」になれる様、今後も精進して参りたいです。

リブランディングにより新しくアイコンとトレードマークを作成することでパッケージを一新した。
また、商品のＰＲとあわせて社名を「ジェー・ビィ・エス」から、「Norman（ノーマン）」に変更した。
販路拡大策としてＦａｃｅｂｏｏｋおよびＨＰを作成、母子家庭の母親の就労支援となるよう展開を図るべ
く、個人販売代理店「ノーマンレディー」の募集を開始、公益的な事業によって広く周知する仕組みを構
築することで自社の弱みであった人員不足を解消し、革新を展開を図ることが出来た。

「新しいアイコン」

彩の国中小企業応援ネットワーク会議
地
域

Ｐ
Ｆ

一新した商品イメージ（下）

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiaSAAR


平成29年度専門家派遣事例 13

地域資源を活用した風力発電の事業化についての支援千葉県

支援体制

河口 修 氏

千葉県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人千葉県産業振興センター

専
門
家

合同会社 WOULD

■業種：不動産、物品賃貸業
■従業員：3人
■資本金：500万円
■創業：平成22年5月
■住所：千葉県南房総市白浜町滝口6734-2
■企業概要：不動産業

■支援の経緯
本企業は、南房総市で、不動産業、飲食業を業務としている。南房総市の地域の発展に力を尽くし、南房総市白浜町
の海沿いの廃墟ビルをリノベーションし、カフェ、ゲストルーム、シェアハウス等の複合商業設備の設立および運営に精
力的に取り組んでいる。近年、館山道が開通し、東京からの交通バスが増え、白浜を訪れる人が増加している。地域の
交通手段としては、良好な自然環境を壊さないように電気自動車の活用が期待されている。風力発電の風車を新たな
町の観光名所として観光地としての活用しつつ、発電事業および、EV車（電気自動車）の給電ステーション事業を開始
することを予定している。まず、今年中に、風力発電を計画している。しかし、風力発電のノウハウが本企業に無いため
に、技術的なアドバイス、事業計画について相談したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員がヒアリングしたところ、小型風力発電事業で収益を確保出来るように、小型風力発電機の設置方
法、収益性の良い機種、事業計画の策定についてアドバイスが必要なことが明確となった。そこで環境エネルギーの専
門家であり、技術的な内容に加え、事業展開という面の経営面においても指導出来る本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず設置候補地において、風況観測キットを利用し簡易的な風況調査をおこなった。
調査の結果から最適な場所を決め、周囲環境の整備についても風の障害になる雑木類の
除去を行うことなどアドバイスした。また風況調査の技術データと付帯費用も含めて、
6機種ある中で、最適な機種の選定や、機種選定から設置、設備立ち上げまでの
計画、費用面についても助言、指導を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UQL5wAAH

支援

企
業

■氏名：河口 修
■保有資格：電気工学研究科修士
■専門分野：自然エネルギー活用
■専門家の声：近年、自然エネル
ギー活用について、相談を受けること
が多い。当方が長年、一般企業で
培ってきた電気の専門知識が活用出
来て満足している。

地元の白浜の地域発展についての思いは強い。
ぜひとも、風力発電の事業化を進めたい。しかし、専門的な
知識が無く、困っていた。千葉県産業振興センターに相談
し、ミラサポを活用して専門家の指導を受けることが出来、
大変満足している。
指導して頂いた内容を生かし、事業化を進めて行こうと思う。

8月中に機種選定を最終決定することにより事業での利益確保が見通せる状況になった。
設置予定地は風力発電には良好な場所であることが判明し、具体的な小型風力発電機の設
置位置、設置スケジュールなども決定することができた。この事業計画を基に、事業資金に関
しては、金融機関と交渉中であり、来年度の実現に向けて動いている。

風況調査の分析

設置風車予想図

地域
資源
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UQL5wAAH


平成29年度専門家派遣事例14

売上10％ＵＰに繋がった事業承継計画策定支援東京都

支援体制

中山 和彦 氏

東京ビジネス応援ネットプラットフォーム

巣鴨信用金庫

専
門
家

大木産業 株式会社

■業種：製造業
■従業員：26人
■資本金：4,050万円
■創業：昭和13年
■住所：埼玉県川口市川口1-9-35
■企業概要：鋳物鋳造用の材料、副資材等の

製造・販売

■支援の経緯
本企業は大手自動車メーカー・発動機メーカー等へ鋳造用石炭微粉炭等の製造販売を行っている。生産拠点は、福
島県小名浜工場、海外の関連会社。顧客のニーズにより的確に対応した製品を投入することで、業績は順調に推移し
ているが、経営者の高齢化が課題となっている。後継者であるご子息への事業承継をスムーズに行うために、適正で
計画的な事業承継計画の策定、並びに資金調達方法に関して、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関にて事業承継、資金調達（補助金）に関して、最新の情報や資料等を提供したところ、来期以降の事業承継に
向けて計画的に実施したいとの要望を受けた。事業承継計画の策定について、専門家からの支援が必要であると判断。
事業計画策定支援の実績が豊富であり、既に本企業からの信用・信任を得ている本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
事業承継計画の策定にあたっては、目的や事業展開の現状把握から財務分析等の
経営分析を実施し、職務分掌・社内ルールなど組織体制の再構築などの計画書の骨子を
提示した。また、課題の抽出や解決作成および海外関連会社との利害関係の健全化に
繋がる実態バランスシートの作成を支援した。さらに資金調達について、金融機関との
取引においては、融資だけでなく金融機関独自の情報・サービス等を受けて、業務に
活かしていくことが重要であること。また、補助金や、助成金を活用するにあたっての
アドバイスなども実施した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9lAAB

支援

企
業

■氏名：中山 和彦
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：製造業、サービス業他
■専門家の声：事業承継にあたって、
法人と個人の生計分離が明確化して
いたことと、現経営者と、後継者（子
息）の関係が非常に良好であり、特に、
情報の共有化と、レスポンスが迅速
であったことで、計画の策定がスムー
ズに進展しました。

事業承継を契機に、本社及び関連会社の経営全般の現状
分析を行い、計画的に事業承継を推進する必要がありました。
また、資金調達でも事業承継の補助金を活用したいとの思い
から、これらの計画の策定にあたって、専門家からの意見や、
アドバイスを受けて、実効性が高い内容を網羅しました。その
結果、業績も向上し事業承継の補助金も獲得しました。
なお、この専門家からは従前もミラサポを活用し、ものづくり
補助金、経営革新計画等におけるご支援により、当社のブラ
ンド力や、付加価値が向上し、新たに大手企業との取引を開
始するなど、業績の向上に貢献して頂きました。

次期後継者は既に約10年在籍し、海外の関連会社の設立、原材料の仕入れ、営業面で辣
腕を発揮している。今回事業承継計画を策定するにあたって、本企業及び関連会社の全貌を
把握・分析したことで、組織全体のマネジメントが的確に実施できるようになり、業績の向上
（売上10%UP）へ貢献した。資金調達に関しても、適正な補助事業計画を策定したことで、事業
承継補助金を獲得することができた。今後も自らが率先して経営者としての自覚を持ち、積極
的に取り組み、組織の将来を見据えた事業を的確に展開していくことが期待できる。

事業承継計画書

後継者と現経営者

事業
継承

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj9lAAB


平成29年度専門家派遣事例 15

ＩＴを活用した販路開拓から新商品開発へ繋がった支援神奈川県

支援体制

酒井 典子 氏

かながわ中小企業支援プラットフォーム

藤沢商工会議所

専
門
家

宝船堂

■業種：卸売・小売業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成15年
■住所：神奈川県藤沢市鵠沼神明2-8-26
■企業概要：帆船模型製造・販売

■支援の経緯
本企業は、藤沢市にて船舶（主に漁船）模型を製造・販売している個人事業者である。ハンドメイドによるフルオー
ダー商品のため製作から納品まで一定の期間がかかり、WEBを活用した販路開拓を検討中であった。想定ターゲット
顧客へこれまで行ってきた地道な営業と組み合わせて受注活動を展開しているものの、経営資源の限界（制作期間中
は新規顧客開拓が困難となる）から、新たな販路開拓等が必要とされていた。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員がヒアリングしたところ、これまでの限られた時間の中での営業展開では限界があり、販促ツールも
簡素なものであったため、販路開拓全般について見直しが必要であると判断した。また、経営資源が限定されているこ
とからITも組み合わせた支援を検討することにした。その結果、独自ネットショップサイトを自身で運営し、ITを活用した
経営力強化の支援経験が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは集客対策マップ作成し、方向性の認識を深めてもらった。そして経営資源を棚卸することで、外注先のスキル
活用による新たな販路拡大を策定することができた。また、模型サイズによる価格設定とオプション展開を広げることで、
生産性の見直しができ、新規顧客獲得とコスト削減につながる資源の活用が可能となった。
さらに顧客ターゲット層を分け、商品提供方法を見直したことにより、製作から提供までの
時間を削減することが出来た。HPにて特設サイトも改善し、販売導線を見直し、海外からの
注目度を活かすために、日本の漁船という伝統文化の動画配信や交流会の開催からコミュ
ニティの発生につなげられるようにした。さらに販路の新展開(サイト上での受注)を予定した
HP・チラシの改善指導も行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000kngf0AAA

支援

企
業

■氏名：酒井 典子
■保有資格：実務経験（ECサイト運営
2007年～）
■専門分野：経営革新・IT活用
■専門家の声：事業者の声に耳を傾け
ながら、経営資源や所有スキルに沿っ
た支援策を提案しました。支援後に行
うステップを明確化したことで、スムー
ズなホームページやチラシの改善から
新商品開発に繋げることができました。

専門家の酒井先生に親切丁寧にご指導いただき、本当に
感謝しています。また、経営指導員の方のアドバイスも大変
役立ちました。
これまでの相談での提案いただいたことを活かし、販路拡
大につなげていきたいと思っています。今まで思いもしていな
かった商品ニーズに巡りあい、それが新商品開発につながり、
即受注につながったことが大きな成果で、大変嬉しい限りで
す。今後とも商工会議所の方、専門家の先生に支援を受け
たいと思いました。

これまでの支援で本企業のUSPが確立し、顧客ニーズに届くデザインのチラシとHPが完成
した。早速チラシ効果を測るため、今まで取り組んだことのなかった市内の産業物産展へ出展
した。その結果、想定外のヨット模型の修理メンテナンス受注という新たなニーズを把握できた。
これをきっかけにヨット模型の新商品開発を行うと、藤沢市が2020年東京オリンピックのセーリ
ング会場という追い風もあり、チラシを目にした企業から新商品の受注を受けた。

改善を行ったホームページ

支援後に製作したチラシ

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000kngf0AAA


平成29年度専門家派遣事例 16

商品コンセプトを生かしたパッケージデザインづくりの支援新潟県

支援体制

佐藤 麻記子 氏

新潟県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人にいがた産業創造機構

専
門
家

Ｂｅｒｒｉｅｓ（ベリーズ）
■業種：農業・林業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成19年7月
■住所：新潟県佐渡市下横山750-1
■企業概要：ブルーベリー栽培販売

各種ジャム製造販売
ハーブ関連商品販売

■支援の経緯
本企業は、佐渡のトキ舞う田んぼの広がる地域において、自社農園で収穫するブルーベリーをはじめ、佐渡のフ
ルーツを使ったジャム、ソースを製造販売。ハーブティー、ナチュラルフーズ、アロマテラピー関連商品など、健康と癒し
にこだわった商品も販売している。特に自社で栽培・製造するブルーベリーソースは好評を得ており、自社以外でも販
売されている。しかし、販売店等において、ＪＡＮコードのシールを貼付けするため、そのシールがパッケージデザインの
イメージを損ねていると懸念していた。そこで、現在のパッケージに抜けているＪＡＮコードなどを追加し、より分かりやす
いパッケージデザインにするためにはどうしたらよいのか、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
本企業にヒアリングを行ったところ、新たな取引先から、ＪＡＮコードの追加、より分かりやすいパッケージデザインへ
の刷新を求められていた。しかし、新たな取引先からの意見・要望と本企業の考えるパッケージのイメージや商品コン
セプトが一致せず、パッケージデザインの変更が懸案課題となっていた。そこで、広告や販促物の企画・デザインに関
するアドバイスについて、豊富な経験と実績を有する本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業は、完熟果実の甘さを重視し、余計なものを添加せず自家製にこだわった「純粋なテイ
スト」を大切にしていた。また、パッケージデザインに対しても、『シンプルで素朴さをイメージさせ
るもの』にこだわりを持っていたことから、現状で足りないものや、不要なものを洗い出して、デザ
インに反映させることを提案した。そして、具体的にはＪＡＮコードは、現状のシールを直接瓶に
貼付するスタイルから、必要な時に取り付けられタグ型を助言した。また裏面には、佐渡産を印
象づけるため、「島で獲れるフルーツ」を強調するキャッチコピーの表現を提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gHuqRAAS

支援

企
業

■氏名：佐藤 麻記子
■保有資格：なし
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声：コンセプトがしっかりと
定まった商品のため、商品が持つ特
性や既存のパッケージを生かして、あ
えて刷新せずに、不足部分を補う提
案をしました。結果、パッケージ変更
の費用を抑えることもできました。

佐藤さんは、問題提起力、提案力も高い方で、こちらの伝え
たい事だけでなく、受け手側にも考慮した制作物の提案がで
き、様々な方面にアンテナを張り巡らせて研究されています。
今回も細かな事でしたが、全体のパッケージを大きく変える
事なく、また経済的負担の少ない方法での提案をして頂きま
した。
小さな事業者にとっては、一人で悩み考え込む事が多いで
すが、専門家の先生に相談出来る事は、経営する上で大変
ありがたい支えです。

『商品コンセプトに合っている現状のパッケージを重視したい』との本企業の希望により、
パッケージデザインについては、タグ型のJANコードに変更することでおおむね現状維持とす
ることができた。新しい取引先からは「こだわりを持っていて良い」との言葉をいただいた。
また、タグ型のJANコードに関しては、新たな取引先への納品に間に合うように製作ができた。
現在は、新パッケージを商談会等で披露し好評を得ている。今後も、瓶を入れる箱もリニュー
アルし、さらなる販路拡大が見込まれる。

販売店でのシール貼付後（支援前）

(下)タグ型のＪＡＮコード（支援後）

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gHuqRAAS
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ラベルデザイン刷新に伴うブランディング支援山梨県

支援体制

出羽 ゆかり 氏

山梨県中小企業経営革新サポート
プラットフォーム

甲府信用金庫

専
門
家

日川中央葡萄酒 株式会社

■業種：製造業
■従業員：4人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和36年
■住所：山梨県笛吹市一宮町一之蔵118-1
■企業概要：ワイン醸造販売

■支援の経緯
本企業は、フルーツ大国であり、日本を代表する葡萄・ワインの産地である、山梨県笛吹市一宮町にてワインの醸造
販売業を営んでいる。山梨県産の葡萄を100％使用しており、地元の消費者に根強い人気のあるワインを提供している。
代表者は、後継者である長女と長女夫が入社することにあわせて、以前からワインラベルのデザインを刷新することを
検討していたことから当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
本企業へヒアリングを行うと、本企業のワインのブランディングに取り組みラベルの刷新を行うことで、既存固定客だ
けではなく新規顧客の取り込みを図りたいことがわかった。後継者も若く、若年層にも受け入れられる斬新なデザイン
を求めていることから、デザインの専門家であり、販路拡大支援においても経験豊富で都心での活動実績もあり、最先
端のデザインを周知している本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず初めに、代表者から具体的なデザインのイメージをヒアリング。その後、後継者も交えて
デザインを検討した。本企業の歴史や立地、技術などを考慮した上でのデザインをアドバイス
し、打ち合わせを重ね、代表者・後継者双方が満足のできるデザインに仕上げていった。
ラベルのキャッチコピーから味わいが伝わりやすく、エンドユーザーに思わず手に取って
いただくためのアドバイスも行った。また、オンラインでラベルのオーダーが可能な印刷会社の
発注方法なども紹介し、コスト面での指導もした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfrOFQAY

支援

企
業

■氏名：出羽 ゆかり
■専門分野：ものづくり/創業/地域資
源活用/販路拡大・販促支援
■専門家の声：今回仕上がったラベル
は、社名の日川をモチーフに、明るい
色合いで、新酒の華やかさを表現しま
した。気軽にお楽しみいただけるという
印象付けのため、味わいや親しみやす
いペアリング食材なども記載していま

す。若年層にも受け入れられるデザインというオファーの他、
包装の手間やコスト削減の課題も、仕様変更をご提案する
ことでクリアできたと考えております。

商品の顔と言われますラベルデザインをリニューアルし
ました。今までは必要事項のみ表示で硬いイメージのラベ
ルでしたが、今回ソフトな感覚のデザインへの変更と共に
商品説明文を新たに追加しました。そしてデザインとの統
合性を重要視し、判りやすく、スッキリとしたデザインでより
多くのお客様に当社の製品を伝え販路拡大を目指しまし
た。女性のお客様を念頭に女性のデザイナーに支援を依

頼し、女性ならではの視点で、柔らかなイメージ、色使い、
分かりやすいレイアウト、ボトルの色、形状等を考慮した中
でトータル的に満足のいく素晴らしいラベルが完成しまし
た。今後はこのデザインを当社の基調としてそのほかの
商品にまで広げて行き、より一層の販路拡大を目指します。

ラベルのデザインだけでなく、ネーミング、ボトルの形状、ラベル記載の文言、実際の店
舗販売時の見栄えなど、多岐にわたってアドバイスをいただき、最終的にnovie（ノヴィス）
というフランス語で『新入り、初心者、初級者』という意味のワインをブランディングすること
ができた。将来的にもかつて初心者だった後継者が初心を忘れないように命名したという
ストーリーが構築され、今後の販路拡大に効果的に繋げる予定である。

専門家の支援により
完成したラベル（赤・白）

最終的に完成したデザイン

地域
資源
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfrOFQAY


平成29年度専門家派遣事例 18

自社で更新可能なＨＰの作成支援で売上30％向上を目指す長野県

支援体制

尾澤 章 氏

長野県よろず支援拠点

専
門
家

クロスエーエム 有限会社

■業種：サービス業
■従業員：10人
■資本金：300万円
■創業：平成4年
■住所：長野県飯田市上郷飯沼3545
■企業概要：飲食店

■支援の経緯
本企業は平成4年に創業し、平成24年に「キッチン大さじ」を開店した飲食店である。自家栽培の減農薬野菜と手づく
り料理の昼食を提供してきたが、新たに近隣の畜産農家から黒毛和牛（阿智村）、くりん豚（喬木村）の仕入れが可能と
なったことをきっかけに、付加価値を高めるディナーの売上向上策を考えていた。しかし、現状のＨＰの運用がままなら
ず、効果的な宣伝ができないため困っていたことから、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点のＣｏがＨＰの運用状況についてヒアリングを行ったところ、制作元が遠方で連絡がつきにくく、十分なサービス
を受けられないこと、本企業としてもＨＰの知識を深めて臨機応変に運用していきたいことが明らかになった。そこで、
ＨＰ制作と個別指導を行っており、集客やマーケティング、オリジナルの商品開発に実績があり、しかも近隣に在住して
指導を受けやすい本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
新たにディナー向けメニューを設定し、本企業自身では更新不能な現状のサイトから、自社にて
更新可能な新HPへの移行を支援した。単なるサイトリニューアルではなく、売上目標やオペレ
ーションも踏まえた店舗運営の両面で、現場で継続しやすい形に落とし込むことに配慮した「売
りとなるメニュー」の絞り込みを行った上でのサイト構築を支援した。 新たなメニューの写真撮
影についてもライティングの使い分け、構図の作り方、トリミングを想定した画角の作り方、メニ
ューへの反映を想定した素材と商品に分けた撮影等、具体的にアドバイスした。支援後は、ス
マートフォンからも閲覧しやすいサイトを構築することが出来た。今後は本企業自身で、ＳＥＯ
対策を意識したサイト運営のスキルアップに期待したい。

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U5hZjAAJ

支援

企
業

■氏名：尾澤 章
■保有資格：ＩＴコーディネータ
■専門分野：ホームページ構築・事業
計画策定
■専門家の声：自社更新ができない
既存サイトから新ＨＰへの移行支援。
担当者が初心者という事もあり、地方
におけるネット集客の基本や、ＳＮＳと
の効果的な連動についても指導を
行った。

メニューを絞り込むアドバイスにより、余分な材料が不要に
なり材料コストと廃棄ロスが減少すると共に、人手による作業
が効率化でき、手の空いた分お客様へのきめ細かなサービ
スを充実できるようになった。
ＨＰに対する不安が無くなり、写真や印刷のネットワークが
広がったので新メニューの提案がし易くなった。余勢をかって
フェイスブック、ツイッターにも手を広げるきっかけとなった。
これからは、同じ味を崩さないよう気を配り、ネットからのア
ピールを強化して売上30％増加を達成したい。

ディナーの売りとなる新メニュー「南信州黒毛和牛」「同くりん豚（ﾄﾝ）」の提示により訴求力が
増し、スマートフォンから閲覧しやすくなったこともあり、名古屋など遠方からもご来店いただけ
るようになった。HP操作運用の個別指導を受け、発信力をつけることができた。
これまで夜間の集客が少なかったが、自信をもってアピールできるようになり、集客は上向
いている。昼食に加えて夜間の集客向上により30％の売上増加を見込んでいる。

メニュー撮影のポイントもアドバイス

訴求ポイントを絞ったHP

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U5hZjAAJ


平成29年度専門家派遣事例 19

平常時にも生かせ、重要サービスを絶やさないＢＣＰの策定支援静岡県

支援体制

宮角 良介 氏

静岡県中小企業支援プラットフォーム

遠州信用金庫

専
門
家

有限会社 松野エクスプレス

■業種：運輸・郵便業
■従業員：17人
■資本金：800万円
■創業：昭和36年
■住所：浜松市浜北区根堅1460-1
■企業概要：一般貨物運送業

■支援の経緯
本企業は主要顧客(トヨタＬ＆Ｆ静岡㈱)からフォークリフト輸送業務を任されている一般貨物運送業者である。緊急時
の輸送業務に支障がないように、継続したサービスを提供することで顧客の信頼を得るとともに、事業継続を確実に、
することで事業基盤の安定を図っていきたい。また、災害時におけるお客様、従業員及び従業員家族の安全と安心の
確保についても当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員がヒアリングしたところ、本企業は【緊急時の対応についてのマニュアル】がない事に危機感を抱い
ていた。また企業価値向上のＰＲの意味も兼ねて、静岡県BCPモデルプラン申請に強い意欲を示していた。そこで当機
関にて過去にもBCP導入に実績があり、知識の豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
想定されている南海トラフ巨大地震で甚大な被害に見舞われても、主要顧客へのサ
ービス提供を継続することを目標に、静岡県が作成したBCPモデルプランを参考雛形
として活用する形で、BCPの作成を行った。特に守るべきサービスを提供するために
必要となる人・設備・輸送手段・関連取引先などが充分に機能しないあるいは不足す
る場合の代替策を含めた対応について、被害の程度なども加味し事業継続戦略を
検討・決定した。また、実際に災害が発生した場合、これら継続戦略が機能するよう
初動対応・安否確認・緊急連絡先・代替拠点確保・対策本部立上げなどについて、具
体的手順や体制について整理し、完成したBCPの見直し・改善や教育・訓練も計画した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiagAAB

支援

企
業

■氏名：宮角 良介
■保有資格：事業継続准主任管理者
■専門分野：ＢＣＰ、ＩＴ活用経営
■専門家の声：BCPの必要性につい
ての意識が高かったので、スムース
に支援が行え、短期間でのＢＣＰ策定
につながった。また、ＢＣＰを平時の事
業活動に生かせることにも気づいて
いただけた意義は大きいと感じた。

災害時に主要顧客への継続したサービスの提供が可能か
考えている中で、明確で具体的なご指導によりＢＣＰ策定に
到り感謝しています。

事業継続及び早期復旧への作業、従業員及び従業員家族、
来客の安全と安心、雇用を守ることができ、従業員間での信
頼関係も構築できました。

ＢＣＰ策定で得られた対策やノウハウ等を活かし平時のサー
ビス提供につなげることも推進していきます。
素晴らしいご支援をありがとうございました。

巨大地震への備えの必要性は認識されていたが、どのような考え方でBCPを進めれば良い
かがわからないままであった。今回の支援を通じて、ＢＣＰ作成に必要な要素や検討すべきポ
イントについて理解できた。またBCPの作成を行うこともできた。加えて静岡県信用保証協会
の激甚災害時の特別保証制度への申込を行うことができた。さらに、ＢＣＰを策定する上で自
社の事業構造を整理することができ、災害時のみならず平時にも役立つ多くの気づきを得るこ
とができた。

静岡県ＢＣＰモデルプラン

作成ＢＣＰ

BCP

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiagAAB


平成29年度専門家派遣事例 20

工程のロボット化に伴う生産性向上及び事業計画策定支援富山県

支援体制

窪田 賢一 氏

しんきん「とやま」ビジネス応援
プラットフォーム

富山信用金庫

専
門
家

株式会社 伸成鉄工所

■業種：製造業
■従業員：5人
■資本金：300万円
■創業：昭和38年
■住所：富山県富山市流杉84
■企業概要：油圧・空圧機器部品製造

■支援の経緯
本企業は、油圧ポンプをはじめとする油圧・空圧機器内部の精密部品を製造している。小規模事業者ながらも、精密
マシニング加工に高い技術力を有しおり、主力の顧客からは厚い信頼を得てきた。しかしながら、製造現場においては、
熟練作業員個々の技能に依存した生産工程となっており、作業員の高齢化に伴う生産性の低下が懸念されていた。そ
こで、現状の熟練作業員に依存した生産体制についてロボット化等の導入推進を検討し、その導入にあたっての事業
計画策定や実施体制づくりについて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
ヒアリングや工場見学を踏まえ、現状の生産工程では熟練作業員による人的資源に過度に依存しており、今後、生産
性を高め、新たな受注を獲得していくためには、「従業員の熟練技能」と「ロボット化等の導入による先端設備」を融合し
た新たな生産ラインを構築する必要があると判断した。新たな生産ラインの設計やロボット化等導入の投資判断におい
ては、生産性向上に関するアドバイスに加えて、小規模事業者である本企業にとって、費用対効果や収支面を含めた
事業計画策定支援が必要であると考え、当該分野に精通した本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、現状の受注状況や生産工程を確認し、生産性向上に向けての取組み方針を
明確化した。加えて、工場レイアウトや代表者との議論を踏まえ、多関節ロボットを中
心としたセル型レイアウトを新たに構築し、マシニングセンタへの原材料供給から仕上
げ工程までを自動化し24時間操業化することを提案した。
また、ロボット化への設備投資について、費用対効果の検証や収支計画の策定等、
当機関を交えながら、実施体制を含む事業計画の策定等について包括的に支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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関
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域
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Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJXwcQAG

支援

企
業

■氏名：窪田 賢一
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：生産性向上・経営改善
■専門家の声：具体的な課題解決策の
提案に加えて、事業者様と経営課題を共有
することが経営支援において最も重要であ
ると考えています。小規模事業者ではあり
ますが、今後も先進的な取組みを積極的に
実行されていくことを期待しています。

専門家の支援により、当社の生産性向上を実現するため
の効果的な工程改善手法が明確になりました。これまで、ロ
ボット化による生産体制の見直しについては、社内で検討は
していたが、今回、具体的な生産ラインの改善や事業計画の
策定に至るまで様々なアドバイスを頂き、今後の事業展開を
着実に推し進めていくことができるようになりました。
また、今回の支援を通じて、自社の経営を再確認すること
ができ、経営革新計画の認定取得にもチャレンジすることが
できました。大変有難うございました。

支援により、工程のロボット化に伴う詳細な事業計画書を作成することができた。今後、ロ
ボット化により更なる高品質化と生産性の飛躍的な向上が期待される。また、専門家による支
援の際には、メインバンクである当機関にも同席していただき、理解の下、収支計画を策定す
ることができた。さらには、今回の支援を契機に、富山県経営革新計画の認定取得にも取組
みするなど、生産性向上に加えて、経営力の向上にも繋がっている。

ロボット化を推進する工程（上）

打ち合わせの様子（下）

もの
づくり

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJXwcQAG


平成29年度専門家派遣事例21

飲食業未経験の母と姉妹のカフェ創業！新メニューで集客強化石川県

支援体制

山崎 英樹 氏

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

専
門
家

唐草せつ子（カフェマルジュ）
■業種：宿泊・飲食サービス業
■従業員：3人
■資本金： -（万円）
■創業：平成28年
■住所：石川県金沢市東山1-2-8
■企業概要：2016年に自宅を改良し、新規開業
したカフェ

■支援の経緯
本企業は、金沢市ひがし茶屋街の入り口にあるカフェである。ひがし茶屋街は近年、北陸新幹線の開通に伴い人気
観光スポットになっており、2016年に大矢節子代表がそれに目をつけ、保有していた自宅を改良し、カフェを開業した。
しかしながら、近隣には観光客の増加に伴い、本格的飲食店が続々進出している。飲食業の経験がない大矢氏は、人
通りの多い立地にもかかわらず、そのお客様を店内に取り込む事ができず苦戦している状況であった。そこでHPを作り
情報発信がしたいとセミナーに参加し、その後当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点担当職員がヒアリングしたところ、事業主の情報発信の問題意識に加え、他店との差別化が明確にできてい
ないと判断した。そこで、無料にて作成できるＨＰ等をアドバイスし、情報発信を開始。また、差別化についてはメニュー
構成も含め、店舗の販売促進策にて精通し、当該分野の支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
店舗の売上分析を行い、売れ筋の確認、客数、時間帯等の店舗の必要デ
ータの取得を開始し、店舗のターゲットを設定した。その結果、他店とは本格
的飲食では勝負せず観光地で定番の軽食を食べたいとの顧客の要望を把
握し、金沢金箔カレーをメニューに加えた。また、未経験の人材でも取り掛
かりやすいメニューの提案を行い、近隣にはないパフェを作ることで定番を
求めるお客様へアプローチするアイテムを作成した。認知面においてはHPの
活用の他、立て看板で金沢金箔カレーの情報を発信し、店舗前の外観を改善
することにより、通行する観光客を取り込めるようになった。

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dpWnyAAE

支援

企
業

■氏名：山崎 英樹
■保有資格：調理師
■専門分野：店舗改善
■専門家の声：飲食業経験が無く、店
舗設備上制約も多かったため支援に
あたって出来る事は限られていたが、
弱みを強みに変える販売方法と周辺
等調査に基づく運営を探った結果、新
たな価値提供が出来ました。

飲食経営の経験なく、勢いで開業してしまったのですが、
どのように集客したら良いのか悩んでいました。
娘三人と山崎先生のアドバイスを
受け経営のノウハウを丁寧に説明
して頂き、課題を一つづつ改善して
いく事で成果を上げることができま
した。
親子で共に考え実践する喜びも
得ることが出来ました。

2017年夏は天候不順のため、主力製品のかき氷の売上が減少したが、新たにメニューに
加えた金箔カレー、まるじゅぱふぇで売上を伸ばし店舗売上が増加した。また、母と三姉妹で
店舗経営改善のノウハウを吸収し、どんぶり勘定だった経営を改善していく力もつけており、
自分達で仮説検証できる体制づくりができた。 売上については、天候不順だった8月の状態
でも、月間売上対前年比157％のプラス20万円を達成することができた。

（左）改善前のメニュー（右）改善後のメニュー

（下）まるじゅぱふぇ

創業

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dpWnyAAE


平成29年度専門家派遣事例 22

承継時期が明確になり後継者の意識改革につながった支援岐阜県

支援体制

森 竜也 氏

岐阜県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人
岐阜県産業経済振興センター

専
門
家

有限会社 大阪屋

■業種：宿泊・飲食サービス業
■従業員：5人
■資本金：300万円
■創業：昭和21年
■住所：岐阜県各務原市鵜沼山崎町3-60
■企業概要：日本料理店

■支援の経緯
本企業は昭和21年創業の老舗日本料理店である。昭和53年に現2代目経営者にバトンタッチし、現在に至って
いる。その社長も67歳となり、後継者を誰にするのか、事業承継をどのように進めたら良いのか、ということについて悩
みが深くなった。後継者候補としては、44歳の長女と42歳の次女がいるが、両者とも接客係であり、調理責任者は現経
営者という現状である。調理には30歳の若手がいるが、このままでは事業を継続することが困難だと考え、現経営者が
元気なうちにこの課題を解決したいと考え、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当者がヒアリングしたところ、少人数で店舗を運営しているため、これまで日本料理の調理技術はもちろん、
経営に関する経験を積ませる等の育成に時間をとることができなかった。また、長女・次女ともに、「手伝っている」とい
う感覚であり、明確に後を継いで「店を切り盛りしていく」という意識に欠けていることがわかった。そのため、事業承継
スケジュールを明確にするとともに、後継者の一本化及び意識醸成が必要であると考え、事業承継計画策定支援経験
を持つ本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは後継者第一候補である長女に「明確に継承する意思があるのかどうか」を確認し、その上で長女の能力を評価
し、「何が得意で、何が不足しているのか」を明確にした。その足りない部分をどういう手順で経験を積ませるのか、身
に着けさせるのかを、事業承継計画に落とし込んだ。
また、経営者と後継者で、会社の経営理念、経営資源、店の特徴、今後の方向性を話し合う機会を設け、積極的に経
営に参加する意識を醸成した。さらに、経営者としての一般的に必要な知識習得のためには、社内で勉強する他、経営
セミナーやビジネススクールに参加することも有効であることをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjHSAAZ

支援

企
業

■氏名：森 竜也
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新、地域資源活
用、農商工連携、事業承継
■専門家の声：支援の際には、単に
事業承継のスケジュールを立てるの
ではなく、後継者のモチベーション
アップに力点を置いた。新たな取り組
みにチャレンジしていくことができると
感じている。

後継者が後継者自身の経営理念を考え、今後の方向性を
考えることによって、中期的・長期的に、自社が取り組むべき
課題、後継者が身に付けなければならないことを意識できる
ようになったと思います。
事業承継計画についても、これまでの取組に基づき、完成
させ、うまく引き継げることができるようになると思います。

事業承継計画を作るプロセスによって、長女が後継者としての意識・モチベーションを高める
ことができた。3年後を目処に実質的な事業承継を終了することを目標とし、後継者である長女
がこれから取り組むべきこと、優先的に身に付けなければならないことが明確になった。具体的
には、現在、一部行っている仕入れ・発注業務を、2年後を目処に全権を任せたり、板場につい
ても3年後にはある程度管理できるようになるといったことである。

（下）後継者がまとめた今後の方向性

事業
継承

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjHSAAZ


平成29年度専門家派遣事例23

営業展開の確立と強みを再確認した営業活動で顧客が倍増愛知県

支援体制

水谷元泰 氏

あいち中小企業支援プラットフォーム

名古屋商工会議所

専
門
家

宮田デザインモード

■業種：学術研究・専門・技術サービス業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成29年
■住所：名古屋市中区栄3-15-33栄ｶﾞｽﾋﾞﾙ13F
■企業概要：各種デザイン・プロモーション

■支援の経緯
本企業は、独立開業を目指し、会社勤務の傍ら当機関の特定創業支援事業にて専門家による指導を受け、開業準
備を進めていた。特定創業支援事業の指導終了後、経営指導員が支援しながら創業計画書と事業計画書を作成した。
また、小規模事業者持続化補助金申請を支援し、採択された。今後、HPやSNSを活用して顧客を増やしたいとの希望
があり、従来から取引のある当機関に引き続き相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関にてヒアリングを行い、顧客開拓や事業展開の方針についての方向性を確認した。その結果、HPやSNS活用
といったWｅｂマーケティングに止まらず、スタートアップ企業の顧客開拓というプロモーション全般の支援が必要と判断
し、 Wｅｂを含めた販促全般に知見があり、難しい理論でなく、実践的でわかりやすい指導をしていただける本専門家に
依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
はじめに、小規模事業者持続化補助金で採択された、新しい視点でのエンディングノート事業の
ｆａｃｅbookを効果的に活用したBｔｏＣマーケティングを指導した。指導する中で、まずは本業の
デザイン業の、企業向けプロモーションを確立すべきとアドバイスし、方針を転換して企業向け
プロモーションの指導をした。そして、クロスＳＷＯＴ分析にて自分の強み・弱みを再認識し、
機会・脅威を把握した営業活動をあぶり出し、スケジュールに落とし込んで、ＰＤＣＡを実践す
ることを指導した。具体的には、日本的な文化である、山水画や書道を取り入れたデザインを提
供することや、マンガでわかりやすく表現することを強みとして営業活動していくことをアドバイス
した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dFsKZAA0

支援

企
業

■氏名：水谷元泰
■保有資格：なし
■専門分野：販路拡大・IT
■専門家の声：お勤め時からの流れ
での創業ではあるが、デザインのみ
ならず書道・写真などの強みを表に
出して頂くことで販路拡大に繋がった。
大変熱心に取り組まれ、今後の更な
る事業展開が期待できる。

創業時、自分の技術をどう活かして販路拡大をしてゆくの
か不安でしたが、強みと弱みを洗い出し、アプローチの仕方
を教えて頂く事で、新規顧客の獲得に繋げる事ができました。
特に、強みを活かすことだけでなく、弱みと脅威となる存在
がぶつかったときの対策を考える事で、新たな自分の戦略を
生み出せた事が、一番の販路拡大や既存顧客とのパイプを
太くするきっかけとなりました。
また、一時のことでなく、今後いつでも活かすことのできる
「ものの考え方」のベースとなる事を教えていただきました。

開業前の計画時点で、初年度の年間獲得クライアント数を７社と想定していたが、開業後６
ケ月でクライアント獲得数は１５社と、予想を大幅に超える実績を上げることができた。プロ
モーション効果もあり、企業向けデザイン業が好評で、当面はデザイン業の事業確立をし、新
事業のエンディングノート事業については今後展開していく見込みである。

クロスＳＷＯＴ分析

日本的な要素を取り入れたデザイン（下）

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dFsKZAA0


平成29年度専門家派遣事例 24

お店の歴史とこだわり商品の良さを伝える商品化・販促支援三重県

支援体制

菊池 史香 氏

三重県商工会地域プラットフォーム

南伊勢町商工会

専
門
家

庄下糀屋

■業種：製造業
■従業員：6人
■資本金： -（万円）
■創業：明治45年
■住所：三重県度会郡南伊勢町押渕1998
■企業概要：味噌・もち・糀の製造販売

■支援の経緯
本企業は創業以来105年、手作りの味を守り続けてきた味噌・もち・糀の製造販売を行っている。経営は代表者夫婦、
両親、祖父祖母の3世代6人が従事している。原材料は国産大豆と自家米コシヒカリの米糀を使い、添加物を一切使用
しない自然食品にこだわってきた。地元での認知度は高いが、他地域での認知度が低いため、販売拡大に向けての課
題となっている。糀を使った新しい加工品の商品化の目途が立ったため、商品コンセプトにあわせたパッケージ・販促
物の設計を行いたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関でヒアリングを行ったところ、地元以外の地域での認知度が低く、こだわり商品の特徴・長所をきちんと伝える
ことができるパッケージ・販促物の設計が必要であると判断。柑橘を使った加工品の商品づくりの実績があり、田舎の
手づくりの良さを伝える技術・ノウハウに熟知している本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
糀のしくみ、お店の歴史を十分にヒアリングし、販路の確保や売り方の工夫次第で、
まだまだ販売拡大できると判断した。歴史ある糀屋としての誇りと風格を失うことなく、
新しい展開をしていくために、「庄下ロゴマーク」の定着を図り、信頼感と歴史ある商品
としての総合的な組み立てを提案した。ある種完成された現在の糀のパッケージを、
その他の商品に生かすことと、創業年号と住所を堂々と明記も併せて提案した。
地元販売用と地域外販売用の異なったパッケージデザインと、店頭で目を引かせるた
めの文章表現も含めたＰＯＰ作成支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w57iBQAQ

支援

企
業

■氏名：菊池 史香
■保有資格：なし
■専門分野：各種媒体のデザイン・企画
■専門家の声：
ヒアリングを重ねる毎に、ものづくりに対し
て真摯に向き合ってこられてきた様子が伝
わってきたが、上手く伝えきれていないもっ
たいなさを感じた為、客観的な目線での表
現方法や発信の提案をさせて頂いた。より、
自社に誇りと自信を持って頂く機会となった。

菊池先生と一緒に商品パッケージ・販促物設計に取り組むこ
とで、商品の将来性や新たな販路のイメージが共有できました。
家族３世代が米から作る商品のこだ
わり・安心感等伝えるべきポイントを
確認し、共感することができました。
今後もお客様に商品の良さを伝え
ていくことで、新商品の販路・販売
拡大につなげていける自信がつき
ました。菊池先生には感謝しており
ます。

パッケージ、販売店舗でのＰＯＰアプローチが具体的となり、商品の製品分析の結果が出次
第、商品化ができる状況となった。地元の店舗を中心に展開する簡易包装タイプと土産・ギフト
用に展開する贈答タイプの2種のパッケージが決定。季節感・食べ方のイメージ・生産者の顔を
盛り込み、新商品をアピールするＰＯＰもデザインでき、今後の販路拡大・販売拡大が期待でき
る。サンプル段階で地元店舗に試食いただき案内のところ、味・パッケージとも評価が高く、3件
の新たな販路が内定した。

支援機関での支援風景

(下)新商品パッケージデザイン

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w57iBQAQ


平成29年度専門家派遣事例 25*

モラルキーパーの設置販路拡大による社会貢献福井県

支援体制

清水克彦 氏

ふくい中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人ふくい産業支援センター

専
門
家

株式会社 ノーステック

■業種：製造業
■従業員：12人
■資本金：6,400万円
■創業：平成13年
■住所：福井県福井市和田2-904
■企業概要：総合コインパーク事業

■支援の経緯
本企業は、福井県並びに東京・大阪を中心に、駐車場・駐輪場向けシステム開発・設備機器の開発・製造・設置事業
を展開している。今回新商品であるモラルキーパー（障がい者の駐車スペースへの無断・不正駐車を防止するための
機器・システム）を開発したが、商品特性の分析や従来と異なる販路での市場性、見込み顧客の絞込みに苦慮しており、
当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
本企業にヒアリングしたところ、コインパーキング関連機器の「ものづくり」の技術力は高いが営業力が弱く、昨年から
販売強化・市場認知度強化に取り組んでいるが、さらなる販路拡大が必要であることがわかった。そこで、全国的な
ネットワークを持っており、販路拡大支援についても経験豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず初めに、今回の商品（モラルキーパー）は本企業の従来商品とは「利用者」「設置者」
「設置場所」「運営者」が大きく異なり、単に「顧客の土地の有効活用や資金化」という目的
以上に「社会貢献・弱者支援」の要素が強い商品であるということを説明し、その観点からの
普及展開を提言した。その上で、まずは地元福井県の障がい者の実態およびニーズを把握
するために、福井県身体障がい者福祉連合会の協力を得て各種実態調査を実施。
また、福井県内の医療機関や大型ショッピングセンター等を視察し、障がい者にとって使い
やすい駐車場に向けて改善が必要な駐車場が多い現状を把握。身障者が安心して利用でき
る専用駐車場の必要性を強く訴える資料の作成を指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構成
機関

地域
ＰＦ

専門家の声

相談

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t3VYuQAM

支援

企
業

■氏名：清水 克彦
■保有資格：日本経営品質賞セルフアセッサー
認定資格
■専門分野：販路拡大・販促支援
■専門家の声： ： 本企業様が事業展開上、大切
にされている『利他の精神』を販路拡大に結び付
けるべく、『障がい者の方の生の意見を市場ニー
ズとして理解頂く為、医療機関、大型量販店等の
購入者へ利用者の希望、商品特性等を説明し販
売促進支援を実施させて頂きました。

絞り込んだ販売促進先への事前アポイント取りから、現地
でのアドバイス等もいただき、ありがとうございました。
特に『車椅子の会』メンバー様と直接意見交換が出来たこと
は今後の機器開発の参考になりました。また、誰のために
『ものづくり｣をしているかを再認識できる良い機会となりまし
た。見込み客へ当社の商品の価値を伝えていき、社会貢献
にもつなげていきたいと思います。
今後ともよろしくお願いします。

今回の支援にて、障がい者から「生活に直結する場所や施設への設置」を希望しているとい
う生の声も聴くことができ、医療機関やショッピングセンターが「モラルキーパー」のターゲットと
すべき市場だということが明確になった。見込み顧客との今後の商談にあたっては、「モラル
キーパー」の価値や設置の必要性を伝え、賛同を得ていく見込みである。

ショッピングセンター設置例

ロックプレート部

支援依頼

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t3VYuQAM


平成29年度専門家派遣事例 26

商品パッケージと一体化した店舗外装によるブランド強化支援滋賀県

支援体制

土井 一馬 氏

滋賀県商工会議所連合会等
支援ネットワーク

大津商工会議所

専
門
家

ケーキハウス・トップス

■業種：卸売・小売業
■従業員：3人
■資本金： -（万円）
■創業：昭和61年
■住所：大津市南郷1-9-26
■企業概要：洋菓子製造小売

■支援の経緯
本企業は、昭和61年に先代が創業、平成11年に現代表が事業承継し、現在は妻と長男の3名で営む洋菓子店である。
滋賀県産素材を使った焼き菓子の開発で経営革新の認定を受け、新たな売上の柱として定着している。本年2回目の
小規模事業者持続化補助金の採択を受け、老朽化した店舗の外・内装を一新することを計画。具体的な進め方につい
て当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関は、これまでにブランドイメージの構築等、継続的に本企業に対して支援を実施してきたが。今回改めてヒアリ
ングすると、長男を中心に商品開発を進めているが、以前より店舗の老朽化についても懸念していた。今回、持続化補
助金が採択されたことで、他の経営課題を優先していたため取り組めなかった店舗改装を行い、店舗イメージの向上を
はかり、若い世代の新規顧客の獲得を目指したいと考えていた。そこで、店舗デザインに定評があり、かつ省エネ診断
で本企業の設備導入にも関わっておられた本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WDuVsAAL

支援

企
業

■氏名：土井 一馬
■保有資格：一級建築士・第一種電気工事士

■専門分野：販路開拓・販促支援・省エネ診断
■専門家の声：旧来の顧客層の維持する
ことはもとより、新しい若い世代が来店しや
すく、持続的なブランドイメージを確立する
ための施策を中心に検討を行いました。地
域に根ざした魅力的な店舗となる支援とな
りました。

今回の事業プランは、マーケットの高齢化に伴う主力商品
の移行に始まり、店舗のイメージを次の主力商品のイメージ
にすることで、新たな顧客の導入を目論見ました。土井先生
のご提案は、専門家の意見を押し付けるものではなく、私共
の意向をよくご理解いただいた上で、最新のPCをフルに活用
し、常に可視化され、同意を得ながら進めてゆく手法でした。
その中にも土井先生のセンスや経験が盛り込まれていました。
従って、出来上がったプランは納得のゆくものであり、想像以
上のものとなりました。このような素晴らしいアドバイスを得ら
れたことに大変感謝いたしております。有難うございました。

平成26年度に採択を受けた小規模事業者持続化補助金において開発した「近江ケーク彩」
は本企業の看板商品として定着しつつある。しかしながら、新規顧客の取り込みには至らず店
舗イメージ、ブランド力の向上が喫緊の課題であった。本専門家による、きめ細かなヒアリング
と常に計画を可視化いただいたことでイメージの共有が容易となり、新規顧客の来店行動へと
つながる店舗改装が可能となった。

改装後の店舗
老朽化した店舗においてすべての改修を行うことは簡単だが、費用が大幅にアップするた
め、限られた予算内で可能な範囲でのイメージアップ戦略を希望されていた。まずは、本企
業の要望を汲み取り 課題解決に改修ポイントを絞っていった。具体的には、若い世代への
アピールのために、現状の外装の塗装色変更に伴う塗料と、固定テントの交換に伴う機器の
選定、及び外観のデザイン提案の有効性の検証、顧客の本企業へのアプローチ方法の検証
と計画策定、店舗内、外装工事の実効性についての検証を実施し、加えて施工業者の選定
方法及び工事金額比較用の積算明細書の作成支援を行った。

『近江ケーク彩』

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WDuVsAAL


平成29年度専門家派遣事例27

20%の売上拡大目標の販売戦略にＥＣ・アプリを活用した支援京都府

支援体制

多田優之 氏

京都府商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

福知山市商工会

専
門
家

アジア雑貨＆ＣＡＦＥ Ｃａｓａ Ｏｒｉｅｎｔｅ

■業種：小売業
■従業員：3人
■資本金： -（万円）
■創業：平成15年
■住所：京都府福知山市大江町三河141
■企業概要：アジアン雑貨の販売とカフェ

■支援の経緯
本企業は、アジア雑貨の販売とタイ料理を営んでいる事業者である。昨今、売上が減少傾向にあり、特に、平日の来
店客数の減少が目立っていた。外部への委託販売、電力会社の変更などによる経費削減等にも取り組んでいたが、店
舗の売上減少を賄うには到底いたらず、今後、経営を維持継続するためにも、店舗への誘客と売上増が急務だと、当
機関に相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当職員がヒアリングしたところ、店舗売上だけでなく自社サイトによるネット販売にも取り組んでいたが、成
果には繋がっていなかった。そこで、ショッピングモールサイトへ出品したいと考え、出品に適したサイトや、サイト内で
の商品の見せ方、自社ＨＰとショッピングモールサイトの最適な連携方法等の指導を受けたいと考えていた。また、これ
らのネット販売施策により認知度と信頼度向上させ、実店舗への誘客効果につなげ、タイ料理店との相乗効果により、
アジア雑貨部門と飲食部門を合わせた事業全体の売上20％アップを目指していた。しかし、当機関には専門的な指導
ができる職員がおらず、ＥＣサイトやスマホアプリのマーケティングの支援実績が豊富な本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U5701AAB

支援

企
業

■氏名：多田優之
■保有資格：販売士2級,ITパスポート
■専門分野：国内・越境EC,WEB活用
■専門家の声：WEB上ではCtoCマー
ケットが盛況なので、ニーズ把握のため
に個人で登録し別の販売サイトに生か
していただいた。また情報発信は、各種
データを元に検証しながら行っていただ
いたことが成果に繋がったと思う。

支援を受けるまでは、売上につなげるために何をどのよう
に生かしていけばと考えるたけで行動に移せず、打開策もな
いままに苦慮していた。しかし、専門家との対面での支援に
おいて、自身の考え方と違う視点からアイデアを出していた
だくなど気づきも多く、しっかりと納得いくまで聞くことにより、
やるべきことが明らかになった。今後は、支援いただいたこと
を着実に実行することが販路開拓に必ずつながるものと確信
し、積極的に売上向上を目指した事業展開を図ることができ
る。

テスト販売により市場ニーズをつかむことが鍵となるネット販売において、若手スタッフが

ＳＮＳ投稿を随時おこなうことで、同年代の顧客との接点は増えてきている。また、スマートフォ
ンアプリやＳＮＳでは、店頭で売れている商品と同価格で販売できる商品もでてきており、これ
により常に消費者ニーズを確認できる体制を構築できた。今後、ＩＴアプリやＥＣサイトの運用に
てＰＤＣＡサイクルを確立させることで恒常的に売上が上がる仕組みを構築し、売上20％を目
指してゆく。

若年層向けの日本最大級のオークションサイトのＩＤを個人取得、スマートフォンサービス上
のフリーマーケットアプリにおいてマーケットリサーチするなど、抱えている在庫商品の売れ
筋把握と新たな販売チャネル構築の支援をした。また、ビジネス販売用のオークションサイト
では、アクセス数や問い合わせを購買層と同年代の若手スタッフが確認しながら運用するよ
うアドバイス。また、従来から活用しているＳＮＳサイトの運用も改善し、訪問者データの確認
ページで閲覧者の年齢、性別、住所など把握し、狙うべき層を明確にし「喜んで買っていただ
く」ための内容を投稿するよう提案した。売り込み一辺倒ではなく、視聴者を巻き込むような、
事例を共有することで、売上につなげるようアドバイスした。

若手スタッフによるＳＮＳ上での投稿画像

フリーマーケットアプリ上で出品された商品

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U5701AAB
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大阪府

支援体制

中川雅之 氏

北摂地域中小企業支援プラットフォーム

豊中商工会議所

専
門
家

有限会社 美純

■業種：卸売・小売業
■従業員：15人
■資本金：300万円
■創業：平成15年
■住所：大阪府豊中市西緑丘2-6-28
■企業概要：ベルギーチョコレート専門店

■支援の経緯
本企業は、社長ご夫妻とご子息2名による家族経営でのベルギーチョコレート専門店を3店舗展開してるが、高齢に

なってきた社長の後継体制が課題となっていた。社長としては家族一丸となってこの会社を運営していくことを強く希望
しているが、現状、「事業拡大すべき」という意見と、「堅実に運営すべき」という意見に分かれ、社内で会社の方向性を
めぐり話がまとまっていなかった。事業承継を議題に含んだ経営会議を開催することが現時点では難しく、事業承継の
課題に熟知した経営専門家にコーディネートしてもらい、今後の経営方針を固めたいと、当機関に相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当者がヒアリングしたところ、社長が高齢になってきたこともあり、事業承継を含め今後の経営方針を策定し
ていく必要があることを確認したいとのことだった。また、事業課題に対し第三者の専門家の意見を取り入れて、適切な
方針を策定できるような支援をうけたいと要望を受けた。社内役員である家族だけで経営計画を策定すると、意見が
偏ってしまう可能性があることから、かつて本企業の経営支援を行ったことがあり、経営内容についても把握し、組織開
発から事業承継などの支援実績が豊富な本専門家に支援を依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000bRZEDAA4

支援

企
業

■氏名：中川 雅之
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新、事業承継
■専門家の声：事業承継の本質的な課
題は関係者の意思疎通にあります。関
係者の願いや考え方が明らかになれば、
議論は収束し、会社の将来像も明らか
になるので、そこに焦点を当て、家族も
会社も豊かな関係性を維持継続できる
よう支援させていただきました。

中川雅之先生と相談させていただき、今後当社をどのよう
に経営していこうかと悩んでいた中で、明確な道筋をご提案
していただくことができて感謝しています。
今後の経営方針を立てるにあたって、身内だけで議論して
いては意見の集約が難しかったところですが、第三者の専門
家の立場で4名それぞれの意見をまとめ上げていただき、家
族一丸となった経営体制に繋げることが出来たと思います。
事業承継について具体的なアドバイスをいただき、非常に
勉強になりました。素晴らしい支援をありがとうございました。

今回の支援により、現在の本企業の成長度合いでは、規模を縮小した堅実経営に必要とする利益規模に達
しておらず、売上の増加を図りつつ、コスト削減による増益を図っていく認識を共有した。そのために、中期的
には家族は経営に専念し、家族以外の人材育成により経営者人材を育て、長期的な売上拡大へつなげること
を共有した。また、全員の対話の場にて、現社長としては2～3年後には引退したい意向を示し、息子同士で今
後の本企業のあり方についての意見交換機会も増え、事業譲渡への意識向上と土壌は醸成できた。今後は
人材育成を行いつつ、売上増加に向けて、長期的に拡大していくことで円滑な事業承継に繋げていく。

社長の天野 登 氏

提供した参考資料

事業承継に伴う事業戦略策定と実施への意思疎通の支援
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①売上増加率  
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社長に対して、本企業の経営状態、今後のビジョンや理想、事業承継をどのように考えて
おられるか、またご自身の健康、モチベーション、そして家族の関係性についても詳細なヒ
アリングを行った。また、家族４人それぞれからみた本企業の今後の在り方など含め、奥様、
ご子息からの個別ヒアリングも実施した。その上で、関係者全員で対話する場を開催し、会
社の現状認識の共有に向け、決算資料から作成した総括表や売上高推移のグラフなどの
客観情報による現状認識をもとに、今後の方向性や事業承継について意見交換した。それ
らの客観的な事実とヒアリングした内容を踏まえ、意思と考えの共有と、方向性の共有を促
す支援をした。

事業
継承

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000bRZEDAA4
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プレスリリースによるメディアを活用した新商品の販売促進を支援兵庫県

支援体制

大谷 芳弘 氏

中小企業支援ネットひょうごＰＦ

南あわじ市商工会

専
門
家

株式会社 オキフーズ

■業種：製造業
■従業員：4人
■資本金：1,000万円
■創業：明治40年
■住所：兵庫県南あわじ福良乙1158
■企業概要：蒲鉾、天ぷら製造・販売

■支援の経緯
本企業は、兵庫県南あわじ市で蒲鉾を中心とした練物を製造する､『淡路島の大地の恵みを感じられる商品をお届け
すること』を理念としている企業である。今回、淡路島の“最高級”の海の幸を蒲鉾の上に乗せた『淡路島のっけかまぼ
こ』の開発を開始する予定である。淡路島の“最高級”の海の幸を活用目玉商品として今後大々的に売り出すためにも、
メディアを活用した販売促進を行いたい。そのためにプレスリリースを行い、効果的な販売促進に取り組んでいきたいと
いうことで当機関への相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の職員がヒアリングしたところ、現在開発中である新商品は淡路島の水産物の中でも最も高級品として取り扱
われている「淡路島3年とらふぐ」、「べっぴん鱧」、「雲丹」、「淡路島サクラマス」のすり身を蒲鉾の上に贅沢に乗せ、従
来商品よりも価格帯の高い商品として、近年増加傾向にある観光客向けの土産品として展開していきたいとのことで
あった。そのため、メディア活用に精通する本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
メディアを効果的に活用するにあたり、プレスリリースの実施についてアドバイスした。
その上で、独自でマニュアル化したプレスリリースのひな形に沿ってヒアリングを行い、
①商品のコンセプト、②他の代替商品との比較表作成による今回のプレスリリースのポイ
ントの整理、③地域における同業他社との比較による自社の特徴の洗い出し、④強みや
企業概要などを整理していった。最後に、商品の特徴を考慮した上で、プレスリリース配
信先の新聞社、ラジオ・テレビ局と番組名についてのアドバイスをした。最終的にプレスリ
リースを清書し、配信するという段階までの支援を実施した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxim6AAB

支援

企
業

■氏名：大谷 芳弘
■保有資格：販売士、色彩検定2級
■専門分野：販路拡大・販促支援
BCP、ものづくり、創業、地域資源活用
■専門家の声：
プレスリリースによる新聞・TV・雑誌などで
の掲載率（成果実績）は約30％です。広報
手法をマニュアル化し、効率的、効果的な
プレスリリース作成の支援を行います。

新商品の販売促進におけるメディア活用について、プレスリリースをご提案いただき、ターゲットの

目線や地域の事情をうまくヒアリングで引き出しながら、具体的にアドバイスをいただき、プレスリ
リース作成の支援をいただけた。また、ラジオ・テレビについて、具体的な番組名とコーナーまで
ご紹介いただき、メディアで取り上げられたときのイメージが沸いた。

プレスリリース実施後、新聞の地域版やニュース番組でも取り上げられ、新商品の販売促進に繋
がった。

作成したプレスリリース

大谷先生はプレスリリースの作成について、マニュアル化
されており、ポイントがわかりやすい上に、ヒアリング時の問
い掛けもうまく、こちらのペースに合わせてアドバイスをいた
だけました。おかげさまでプレスリリース実施により、新聞だ
けでなく、念願のテレビでも取り上げていただくこともできまし
た。

今後も販売促進・販路開拓に取り組み、当社の商品として
育てていきたいと考えています。

のっけ かまぼこ

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxim6AAB
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漢方薬「陀羅尼助丸」の効果的な情報発信による販路拡大支援奈良県

支援体制

加藤 永俊 氏

奈良県中小企業・小規模事業者
支援センター

専
門
家

大峯山陀羅尼助製薬 有限会社

■業種：製造業
■従業員：5人
■資本金：2,990万円
■創業：昭和56年
■住所：奈良県天川村洞川485-1
■企業概要：和漢胃腸薬 陀羅尼助丸の製造

■支援の経緯
本企業は、1300年続く伝統薬「和漢胃腸薬 陀羅尼助丸」を製造している事業所である。製薬技法が継承され、陀羅
尼助丸は各店舗にて製造販売されていた。しかし、薬事法の改正により、基準に沿った設備が必要となり、各店舗が資
金を出し合い本企業が昭和56年に設立された。本企業は地域経済活性化や地域創生の理念に基づくさきがけ的企業
でもある。そういった経緯から、主な販卸先は13件ある天川村洞川の陀羅尼助丸の小売店で、そこから全国へ販売さ
れている。近年、大手競合商品が多くなり競争が激化し、また主な顧客であるリピーターの高齢化と共に、年々売上が
減少している。売上を確保するためにも販路拡大にもしっかりと力を入れていきたいという考えから、その手段について
当機関に相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の職員が実際に店舗にて、現状の課題をヒアリングしたところ、新たな販路開拓をするには、漢方薬という商
品の特性上、販売に際しては薬事法による広告表現の制限などに留意する必要があり、これまでは、積極的な販路開
拓を行えていない現状があった。しかし今後、売上確保のためにインターネットでの販売も積極的に展開したいとのこと
だった。当機関には薬事法やインターネット販売の専門家がおらず、地域産品の販売・販路・流通に精通しており、実
績が豊富な本専門家を派遣することに至った。
■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000joDt7AAE

支援

企
業

■氏名：マネジメントプロデュース
加藤 永俊

■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営計画作成及び販路
拡大支援等
■専門家の声：単に販売先を考える
だけでなく、事業所にとって最も費用
対効果の高い販売促進の方法を提
案した。

加藤先生は、単に販売先を考える
だけでなく、事業計画を作りながら、
どの戦略が最も費用対効果が大い
のかご指導いただきました。現在、
ターゲットを明確化し、ネット販売・
近畿圏に絞った広報戦略をうってい
ます。的確なアドバイスをしていただ
き、弊社の経営計画を見直すきっか
けにもなりました。ご丁寧な指導有
難うございました。

広報対象は、近畿圏（大阪、京都）の大都市圏を中心とした。薬事法の制限がある中、過大
な広告表現とならないような文言にてインターネットを活用した情報発信をしている。今後は観
光客へのチラシ配布や、メディアなどを招聘することで、パブリシティ効果を高める取り組みに
着手していく。また、年に一度「陀羅尼助」の日として制定することで、イベント開催なども企画
し、お客様が大峯山陀羅尼助丸の効用を体験できるような仕掛けを継続していけるような事業
計画を策定した。 大峯山陀羅尼助丸

まず、医薬品市場において、漢方薬の自然由来で安心・穏やかな効き目が認められ、漢方薬の
需要は年々増えていることを説明した。その流れの中で、本企業の大峯山陀羅尼助丸も、知名度
向上・販路拡大に取り組むため、中長期的視点に基づく販売戦略を実施する支援を行った。具体
的にはメディア広告には多額の費用が掛かるため、新聞・雑誌などへの広告媒体への掲載ではな
く、インターネットを活用した情報発信を中心にアピールしていくようにし、パブリシティを活用した
継続的な広報の取り組みについてアドバイスした。

奈良県商工会連合会／天川村商工会
構
成

機
関

その
他

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000joDt7AAE
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事業計画書作成支援による経費削減策と売上向上策の実行和歌山県

支援体制

阿部 和也 氏

和歌山県よろず支援拠点

専
門
家

ＳＣＲＵＭきのくに 株式会社

■業種：サービス業
■従業員：7人
■資本金：100万円
■創業：平成24年3月3日
■住所：和歌山県橋本市北宿5
■企業概要：温泉宿泊施設運営管理

■支援の経緯
本企業は、和歌山県橋本市が所有する温泉宿泊施設「やどり温泉いやしの湯」の運営管理を目的に、平成24年3月

に設立され、平成27年4月より同施設の指定管理者として事業を営んでいる。山間部に立地しており、平日と週末や、
季節間の繁閑差が大きく、人材確保も困難である。そのため、繁忙期には代表者が現場スタッフとして働く場合もあり、
経営者としての業務に専念できず、経営状況の把握や今後の計画策定が十分できていなかった。経営状況と経営課
題を明確にし、注力すべき対策の優先順位を考えることで、実効性の高い事業計画策定による資金繰り健全化、売上
向上に取り組むべく、中期経営企画書の作成について当拠点に相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点では、閑散期の集客のための地域食材を使ったメニューの提供や、従業員確保のための求人方法等のアドバ
イス、当拠点で実施する事業計画策定勉強会への参加案内や、経営知識のアドバイス等を実施した。しかし、代表者
の年齢が若く、マネジメント経験も浅いため、更に具体的な事業計画策定と、また、それを実行するための社員・スタッ
フ全員の意識改革が必要と考えたが、当拠点には精通したCoがおらず、サービス業の社員教育、資金繰り支援に実
績があり、地元の地域事情にも詳しい本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TEsNjAAL

支援

企
業

起業当時は、経営に対する知識がないまま経営者になり、
経営とは何かもわからず、人員不足もあり、がむしゃらに
日々の運営に没頭する毎日でした。しかし、専門家の方に経
営の根本からご指導いただき、明確な理念を持ち、収支計画
も作成できたことで、自分の進む道が見えるようになりました。
そうすることで、従業員へも自らの思いを伝え、組織として目
標を持つことができました。また、今まで踏み出せなかったイ
ンバウンド集客のチャレンジや、補助金を使った設備投資な
ど、集客増への新たなステップへ踏み出すことができました。

売上・利益目標を達成するための具体策として、利用客のニーズに応えられるような新しい宿泊プランを５
つ追加設定した。また、外国人にも訴求できるよう、自然環境やプライベートバーベキューなどが楽しめる商
品も企画し、売上拡大を狙った。一方、経費削減のため提案していた設備投資のための「小規模事業者持
続化補助金」に採択されたことで、インバウンド客のための集客サイト及び宿泊管理システムの選定や、庭
周りの不具合やメンテナンスや付随する人件費などに対応できる予算を確保でき、経費も削減できた。優先
順位をつけた経営計画により、注力すべき行動計画が実行しており、社員全体で売上向上に向けた機運も
醸成できている。今後、黒字化達成が十分に期待できる。

■氏名：阿部 和也
■保有資格：経営革新等支援機関
■専門分野：経営革新
■専門家の声：“誰に、何を”が明確に
なり、分野ごとでの現状分析と年度計
画決まり、行動から結果につながって
いる。また、若い経営者でありながらも、
素直、勉強好き、プラス発想を持ってい
るのでインバウンド対応も成果をあげ
つつあり、今後に期待が持てる。

部門別売上計画

インバウンド客向け集客サイト

それぞれの売上別に今期の経営方針を再確認してもらい、これまで年度毎に立てていたもの
の優先順位が不明確で行動計画に落とし込みができていなかった事業計画書の作成支援を行
うことで、売上計画・利益計画・行動計画を明確にした。具体的には、売上拡大のための手段と
して宿泊部門における宿泊プランの設定を検討、また、宿泊プラン策定に伴う顧客満足度向上
のため、一部設備の不具合や庭周り等整備不十分な箇所について予算を確保、加えて昨年度
採択されなかった小規模事業者持続化補助金への再チャレンジを提案することで、設備整備の
経費削減も提案をし、顧客満足度向上と黒字化達成計画の作成支援を行った。

資金
繰り

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TEsNjAAL
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海産加工食品の開発と販売戦略の立案の支援鳥取県

支援体制

前 俊雄 氏

鳥取県中小企業支援プラットフォーム

境港商工会議所

専
門
家

中浦水産 有限会社

■業種：複合サービス業
■従業員：15人
■資本金：400万円
■創業：昭和58年
■住所：境港市竹内団地209
■企業概要：水産加工品の企画・製造・販売

■支援の経緯
本企業は、関連企業に卸・小売部門を有している。関連企業の運営する大漁市場なかうら内に本企業の所在地があ
り、同店舗で販売する商品を企画・製造している。大漁市場なかうらは、鮮魚と水産加工品、土産品などを販売する観
光施設であり、市内には水木しげるロードなどの観光地や漁港などもあり、多くの観光客が訪れる地域となっている。本
企業は境漁港に水揚げされた鮮魚、魚介類を活用したオリジナル商品を開発し、山陰ならではの商品を提供してきた。
しかし、来店客の購買意欲を高める商品にまだ不足感があり、新商品の開発が重要課題となっていたため、当機関に
相談があった。
■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員がヒアリングしたところ、水産物の仕入れなどについて、鳥取県漁業協同組合との連携が取れている
ため、農商工連携に基づく商品開発することに加え、鳥取県農商工ファンド事業による補助事業活用のための支援を
行うことした。顧客満足度を高める商品づくりを目指すことになったが、当機関には水産加工品の商品づくりと顧客満足
度を獲得するマーケティングに精通する者がおらず、この分野で実績豊富な本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声
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成

機
関
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域

Ｐ
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専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxipjAAB

支援

企
業

■氏名：前 俊雄
■保有資格：ＭＢＡ経営学修士、認定支援機関等
■専門分野：地域資源活用、農商工連携携、創
業、販路拡大・販促支援等
■専門家の声：農商工連携は、地域の優れた素
材を見つけ、優れた技術を組み合わせ、最適の
ネットワークを活用し、食材のモジュールの組み
合わせで新商品を作っていくことが重要である。
今後もこの点を中心に継続的に指導ができたら
と考えている。

農商工連携を行う際には、「素材」「地域」「連携」「商品」
などを結合させ、計画を策定する必要がある。今回の取り
組みで農商工連携では、第1次産業、第2次産業、第3次産
業を融合させて取り組む重要性が理解できた。今後、さら
に「創発の経済」が期待できる農商工連携で新たな商品作
りに取り組んでいきたい。

農商工連携の試作・商品開発を計画し、魚を使用した商品作りでは、それぞれの魚種のもつ商品特性を
活かし、他にない商品を開発する計画を立てた。専門家の支援による外部環境分析や顧客満足度を鑑み
ると、これまで人気が高い商品は乾燥魚類を100%使用した「お魚チップス」であった。そこで従来の「いわ
し」「いか」「ちりめん」「えび」に加え当地の名産品を使用した高級品「紅ずわいがに」「甘えび」「笹かれい」
「白いか」「のどぐろ」などのチップスを製造販売する計画を立てた。また、チップス以外では、「魚粉砕機」
を新設し、「ふりかけ」の製造も検討した。具体的な開発販売計画を策定できたことで、鳥取県農商工ファ
ンドに申請することもでき、顧客満足度を獲得する事業を展開していける体制を構築した。

好評の「カニトロ焼売」のア
イテム増加などに取り組む

「笹かれい」を活用したチッ
プスを製造する計画を策定

本企業と鳥取県漁業協同組合による農商工連携事業と連携することで、 「甘えび」「のどぐ

ろ」「笹かれい」といった山陰の海産物特産品を活用した海鮮食品・海鮮加工食品の開発支援
を行った。そのため、消費者ニーズ、需要先、競合の外部環境の分析手法などを用いて環境
分析の指導した。また、保有資源の有用性分析はじめ、商品開発後の、顧客満足度測定のた
めの消費者調査設計、マーケット展開表の作成の支援も行った。開発商品模型の作成支援も
行い、競合品との内容物・パッケージデザイン・容器の形態・販売価格を比較することで、市場
新規参入者として自社の優位性を確認した。

農工
商等
連携

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxipjAAB


平成29年度専門家派遣事例33

原価管理システム開発販売におけるクラウド化導入の支援島根県

支援体制

山田 耕造 氏
専
門
家

株式会社 日本ハイソフト

■業種：情報通信業
■従業員：47人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和59年
■住所：島根県出雲市西新町1丁目2548-7
■企業概要：企業向けパッケージソフト開発販売

■支援の経緯
本企業は、1985年創業以来、販売管理、工事管理、在庫管理のパッケージソフト開発を手掛けている。現在開発中

の原価管理パッケージソフトが、新たな販売ターゲットである建設業・土木行の現場に即したシステムであるかの検証
をしていたが、現状の予算では手動入力システムとなり、工事工程管理システムの運用において、月次報告メニューや
原価管理総括表がなく、収益管理発注システムが機能していなかった。そこでBIMシステムの数量積算機能とシステム
連携することなどで付加価値を付け、建設業・土木業現場という新たな市場を発掘したいと当機関に依頼があった。
■専門家による具体的な支援内容
当拠点のＣｏがヒアリングしたところ、開発中の原価管理システムが実際の現場に即しているのか、原価管理システ
ムにおける工事管理の改善及び評価検証が必要だと考えられた。また、ＢＩＭシステムの自動積算見積機能と工事管
理システムの連携を図ることで、入力から出力まで一貫してひとつのシステムで運用できる総合パッケージ商品を生み
出したいとの要望があった。しかし、当拠点に専門的なＣｏがいなかったため、大手ゼネコンの管理部門、現場の所長を
経験し、原価管理システム構築に関し適切な支援が期待できる本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4fAAB

支援

企
業

■氏名：山田 耕造

■保有資格：
一級建築士・一級施工管理技士
■専門分野：経営革新・下請企業支援
■専門家の声：技術者実務レベルで、
既存のＡＤＶＡＮＣＥ/Ｗｉｎパッケージソ
フトの内「工事管理システム」の原価管
理を実態に合ったシステムの改善を行
うとともに、ＢＩＭソフトとの連携による新
規市場の構築に期待したい。

経営層に必要な数値情報について、クラウド方式により現場部門からのデータアクセスがタ
イムリーに可能となり、現場部門の所長と常設部門の経理との情報共有がフラットに出来るよ
うにした。また、原価管理システムとＢＩＭとの連携については、市場性拡大が見込まれる中で、
原価管理システムの構築、改善、改良により全国に販売できるパッケージソフトが完成した。
今後はＢＩＭ関連ソフト組合せによる相乗効果の理解と認識についての社内教育を行い、連携
システム構築等などをナレッジ化することで拡販にも繋げていけると考える。

○○○○（キャプション）

○○○（キャプション）

まず、現在の工事管理システムの運用方法について詳細にヒアリングを実施した。従来の
パッケージソフトにクラウド方式を導入するにあたり、プログラムの調整及びシステム修正に
ついてアドバイスし、工事管理システムの課題を明確にし、改善目標を設定した。また、土
木・建築の見積作成システムをExcel等出力により標準化するとともに、工種別実施予算書
の自動入力化、発注別実行予算書による適切な該当予算の抽出、契約発注・出来高請求処
理の円滑化、新規月次報告書シート導入による経営層へ必要な数値情報の共有化をアドバ
イスした。

1993年に工事（原価）管理システムを開発し、その年より販
売を開始。今日に至っておりますが、最近は販売も伸び悩み、
どうしたものかと思案していたところ、ミラサポ支援事業より山
田耕造先生をご紹介頂き、専門家目線での弊社パッケージの
分析及びそれに基づいた提言を頂き、誠に有難うございました。
お陰様で、他社製品(ＢＩＭシステム等)とのデータ連携及び現
場での活用（クラウド方式）さらには、それらとのセット販売とい
う、今後の販売手法に関して参考になることが多々ありました。
本当に素晴らしいご支援を有難うございました。

(下)支援風景
出雲市西新町の本社

島根県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

経営
革新

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4fAAB
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新卒社員採用のための就業規則整備と休日カレンダー作成岡山県

支援体制

成川 彰浩 氏

岡山県経営支援プラットフォーム

岡山県商工会連合会／備北商工会

専
門
家

有限会社 高木建設

■業種：建設業
■従業員：7人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和47年
■住所：岡山県高梁市成羽町下原496-1
■企業概要：木造・鉄筋住宅の新築・増改築等

■支援の経緯
本企業は、昭和47年の創業以来、木造・鉄筋住宅の新築・増改築、高齢者向けリフォームを手掛けてきた地域密着
型の建築工事業者である。中心となって活躍する社員の高齢化に伴い、優れた技術の継承と今後の経営を見据え、新
卒の社員を採用し、本企業の中心となる人材を育成したいと考えていた。しかし、「働き方改革」などワークライフバラン
スの見直しが問題となっている中で、新卒社員を受け入れる際の注意点と、それに伴う就業規則の見直しを図りたいと
当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当職員が、就業規則の内容確認と共に、雇用・労務関係についてヒアリングを行ったところ、人材確保に
向けて労働条件を整備すると共に、人材育成も大きな課題であることが明らかになった。そこで、雇用や労務関係の支
援実績が豊富であり、かつセミナーを開催するなど人材育成にも力を入れている本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
就業規則を現在の法令に合った内容に改定し、労働時間や休日数の見直しを図った。
また、有給休暇の取得についても、ルール等を説明し、社員が元気でやる気の出る職場環
境の整備を目指すこととした。
その中で、若手社員にとって休日がカレンダーで指定されている方が、仕事とプライベート
の区別がハッキリし家族にも喜ばれること、新卒社員の採用においても、プライベートの時間
確保はアピールポイントになることから、「年間休日カレンダー」を作成し、これに併せて
「1年単位の変形労働時間制」を採用し、社員へ周知することをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声
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専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fuIadAAE

支援

企
業

■氏名：成川 彰浩
■保有資格：特定社会保険労務士／
行政書士
■専門分野：人材定着・人材育成／
創業支援／雇用・労務関係
■専門家の声：就業規則、労使協定
等の整備により、労使間トラブルを避
けることができる。経営者も労務管理
のレベルがあがり、人材育成を含め
た新卒社員の受入体制が整備できた。

成川先生にご相談させていただき、新卒社員の受入れ体
制の整備だけでなく、現在当社が抱えている問題点や人事
労務のアドバイス、今後のビジョンを考えるきっかけとなり、
大変参考になりました。
さらに、年間カレンダーの作成により、社員も休日を計画的
に活用することができ、仕事もプライベートも充実することで、
より良い成果が生まれるのではないかと期待しております。
今回の支援を機会に、高い技術力の継承が円滑に行われ
るよう、社員一丸となって取り組みたいと思います。

1年単位の変形労働時間制については、繁忙期等を十分考慮したうえで、業務に支障をきた
すことなく、社員も休日を満喫できるように「年間カレンダー」を作成することができた。また、社
員代表との労使協定、労働基準監督署へ届出する協定届の作成をサポートしていただいた。
現在、ハローワークを通じて新卒社員の求人募集を行っているが、社内の労働条件を整備
することは、本企業の強みとなり、学校の就職担当者にも十分アピールできると考えられる。

支援風景

年間休日カレンダーを作成

雇用
労務

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fuIadAAE
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広島県

支援体制

竹本 宗文氏

ひろしま中小企業支援ネット

株式会社 広島銀行

専
門
家

有限会社 ライフベストテクノ

■業種：製造業
■従業員：3人
■資本金：300万円
■創業：平成6年
■住所：広島県福山市松永町6-14-29
■企業概要：人材育成のコンサルティング

化粧品の製造販売

■支援の経緯
本企業は、人に関するコンサルティングサービスと、人と環境に良い製品の製造・販売を通して、社会に持続的な
貢献を行う企業づくりを目指し平成6年に創業した。さらに地球環境と身体の健康に興味を持ち平成12年に会社設立、
平成22年には、第二創業として化粧品製造業と化粧品製造販売業の許可を取得し事業を拡大している。地元で開催さ
れる「第1回せとだレモン祭」に出展することになり、当日の販売だけではなく、今後につながるノウハウを確立したいと
の要望があり、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当者が本企業のニーズヒアリングをする中で、 「第1回せとだレモン祭」への出展ブースのディスプレイを
活用して自社ＨＰやＳＮＳの訴求力を高めたいというニーズが明らかになった。そのため、以前、商品写真の撮影で支
援を受けた実績があり、SNSの活用にも知見のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
催事における出展ブースのディスプレイ・デザインの提案（商品の配置やライティング等）
を行うともに、今後は自社単独で効果的なディスプレイが再現できるように指導を行った。
また、現地で、ＨＰなどで使用できる商品写真の撮影指導も行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5BgMQAU

支援

企
業

■氏名：竹本 宗文
■保有資格：ビジュアル戦略プロデューサー
■専門分野：ＩＴ/ＳＮＳのプロモーションと販
売戦略のプランアップ
■専門家の声：今回ビジュアル戦略プランを
行わせていただきこのミニスタジオの体験・
催事でのディスプレイのレクチャーを行うこと
により自分達でもできる自信を身につけてい
ただきました。

「せとだレモン祭」のイベント会場に来られたお客様だけでなく、近隣の商社の方にも興
味を持っていただき、今後の人脈作りにつながった。初対面の方ばかりだったが、購入だ
けでなくギフト依頼も承ることができた。今回撮影した商品写真は、既に本企業ＨＰの商
品紹介でも使用しており、商品のイメージアップにも繋がっている。また、今回の支援によ
り得た最も大きな成果は、本企業が単独で効果的なディスプレイを再現できるようになっ
たことである。今後、さまざまなイベントを通じて、効果的に自社商品をPRできるノウハウ
を習得できた。早速、次回参加のイベントで実践予定である。

竹本宗文先生にご相談させていただき、
ＨＰやＳＮＳやチラシ等の画像をはじめ、出展イベント等の
ディスプレイの仕方は商品を販売していくうえで、とても大切
で、それを、学べたことは、大変有意義でした。商品を、どの
ように見せていくかは、とても大切と感じています。瀬戸田で
の販売イベントでは、ブースに寄ってくださる方、興味を持っ
てくださいる方が今までより多かったです。これを踏まえ、機
会があります時は、ご指導いただければと思っています。
素晴らしいご支援、ありがとうございました。

出展ブースのディスプレイ・撮影指導～ビジュアル戦略支援！

本企業主力商品
洗顔化粧石鹸（優美）

第1回せとだレモン祭への出展ブース

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000t5BgMQAU
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伝統のある窯元による情報発信強化とネット販促支援山口県

支援体制

重楽 輝昭 氏

山口県経営支援プラットフォーム

公益財団法人山口・防府地域工芸・
地場産業振興センター

専
門
家

ヤマトズ ウェブ ギャラリー

■業種：製造業
■従業員：3人
■資本金： -（万円）
■創業：平成23年
■住所：山口県宮野上2419-2
■企業概要：山口萩焼製造販売

■支援の経緯
本企業は山口市で125年の歴史を持つ萩焼窯元である。また事業主は、世界的な著名キャラクターとのコラボアイテ
ム開発等、クリエイターとして斬新な活動を行っている。インターネットでの情報発信及びネット販売には、早期から取組
んでおり、ＨＰやショッピングサイトを自社で運営するとともに、ＳＮＳも積極的に活用している。今般、ＨＰやショッピング
サイトの内容、デザイン、ＳＥＯ対策等にかかる高度化について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当者がヒアリングを行ったところ、ネット販売状況は芳しくない状況である。サイトへの来訪者をもっと増加
させると同時に、売上向上にむけて、消費者が購入しやすい仕様に変更する必要であることがわかった。そこでネット
販売の実践経験が豊富で、ネットマーケティング、Ｗｅｂ言語の知識を有する本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、公式ＨＰやサイトの統一性を持たせるために、デザインに統一感をもたせ、ストーリー
性を表現することで、クリエイターとしての情報発信強化に繋げるようにした。ショッピングに
ついてはスマートフォン対応可能となるように再設定を行い、アクセス増加とユーザビリティの
改善についてアドバイスした。具体的にはＳＥＯ対策としてウィキペディア掲載情報編集、イン
スタグラム活用、Ｗｅｂ広告アクセス解析ツール設置を実施し。管理委託で運営していたランデ
ィングページは、定期的にコンテンツを入れ替え可能となるようショッピングページの新規申込を
行った。さらにアフェリエイト広告、リスティング広告活用検討も行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjENAAZ

支援

企
業

■氏名：重楽 輝昭
■保有資格：情報処理2種
■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化

■専門家の声：ＨＰのアクセス解析を
もとに現状の転換率・リピータ率を算
出し、今後のＷｅｂ広告の成果に要す
る適正な予算を検討した。

重楽専門家と相談させていただき、ホームページ、ショッピ
ングページ、ランディングページ、ＳＮＳ、ネット広告等の見
直しを図ることができました。
本企業のインターネットでの情報発信について、スマート
フォン対応も実施でき、総合的に情報量の増加、情報更新
ができたものと認識しております。
クリエイターとしての表現も充実しました。
このたびはありがとうございました。

商品が趣味嗜好に影響される作品であり、購入動機も限られる。しかし、本企業が制作する
作品は、芸術性が高いとともに実用可能な器が多く、良品である。情報発信内容も強化し、デ
ザインを工夫したことにより、商品価値がいっそう伝わりやすくなった。また、ＨＰ・ショッピングサ
イト・ランディングページは制作から数年経過していたため、ウィキペディアの編集を含め情報
の更新を行い情報量も充実した。Ｗｅｂ広告についての理解が深まり、事後リスティング広告を
実施した。プレスリリースとの相乗効果もあり、インターネットでの問い合わせも増え、近県から
店舗ギャラリーへの訪問客が増加した。

支援前のＨＰ

支援後のHP

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjENAAZ
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南海トラフ大地震等の被害に備えた、実践的ＢＣＰの作成支援徳島県

支援体制

堀池 眞臣 氏

とくしま中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人とくしま産業振興機構

専
門
家

株式会社 誉建設

■業種：建設業
■従業員：17 人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和54年
■住所：徳島市国府町北岩延字中屋敷30-3
■企業概要：住宅・リフォームなどの建築工事

■支援の経緯
本企業は、”安全で住み心地の良い住宅造り”をモットーに、住宅リフォームなどの建築工事を請け負う企業である。
近年、震度6以上の大地震が国内外で頻発しており、本企業所在地である徳島県においても南海トラフ大地震による甚
大な被害が懸念されている。災害が発生した場合、多くの顧客や地域住民のための復旧作業、事業回復が必要になる
ため、本企業だけでなく周りの住宅建築会社や地域に密着した関連工務店にもBCPの導入を促進すべく、本企業が率
先して策定したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関においてヒアリングしたところ、BCP策定にあたって一から作成する必要があること、実効性の高い計画を必要
としていることが分かった。本企業に限らず自社で作成する場合、実効性がないことや検証されていなかったり、想定
外の災害に備えることが出来ていないことが多いため、同様の支援実績が豊富で、実効性の高いモデルを構築できる
本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
ポイントとしては策定自体が目的とならないように、経営手段としてのBCPを強調した。
有事だけではなく、平時の経営革新や業務改善・コスト削減に繋がるような概念、手法につ
いて支援した。そこで、社内に5名程度の部門横断的BＣＰタスクチームを作り、BCP構築の
役割・責任体制を明確にし、さらに、企業成熟のレベルの確認を行った。
具体的指導範囲はBＣＰ基本項目（自社脅威、方針目的、継続事業範囲、ＲＴＯ，ＳＴＯ
特定）と初動対応項目（避難、安否連絡、参集、代替、行動規範等）に分け、建設業の
事業継続の公共性、地域性等を勘案した上でアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w4ryHQAQ

支援

企
業

■氏名：堀池 眞臣
■保有資格： ＩＳＯ審査員
■専門分野：ＢＣＰ／リスクマネジメント

■専門家の声：いつ起こるか分からない
災害の為だけのＢＣＰではなく、平時の
経営革新、業務改善に繋がる取組みの
視点から動的マネジメント指導を行った。
ＢＣＰの重要ファクターであるスピード
（時間）が、平時の仕事の無駄、ムラを
排除し業務効率にも効果を発揮する。

堀池先生にはＢＣＰはもちろん、会社全体の業務・改革にご
指導をして頂き、初心に戻った気持ちになりました。
的確な方法で災害対応やこれからの事業継続の取り組みを
アドバイスして頂き、私たちで考える力を引き出すことができ
ました。

今まで知らなかったこと、気づかなかったことが今回のＢＣ
Ｐ構築に繋げられると思っています。

ご支援に感謝いたします。

ＢＣＰの継続事業・業務の範囲特定と合わせ、未整備であった細密な業務プロセス図の構築
が出来た。これは災害時だけではなく、平時の業務の平準化（マニュアル化）に寄与し、引継
ぎ・後進指導に有効に機能した。初動対応においては、災害対応と事業継続との違いを明確
にすることで、社員の行動規範が特定されたことにより、社長不在環境においても各自のやる
べきこと、考える力を引き出す機会となった。これは平時業務へのポジティブな刺激にもなった。

支援の様子

災害マニュアル

BCP

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w4ryHQAQ


平成29年度専門家派遣事例 38

創業したての不透明な経営状況から明確な事業計画支援香川県

支援体制

宮本 享宙 氏

中小企業支援プラットフォームかがわ

高松商工会議所

専
門
家

ジュネル

■業種：卸売・小売業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成29年
■住所：香川県綾歌郡宇多津町浜九番丁150-2
■企業概要：栄養コンサルティング、ライフスタ
イルコーチング、腸内環境改善サプリメント販売

■支援の経緯
本企業は栄養吸収改善のために腸内環境を向上させる商品に出会い、健康をナビゲートする事業として平成29年に
創業したばかりである。これから経営していくうえで、何から手をつけていけばいいのか分からず、経営方針や経営戦
略の策定方法について、一から学び、構築したいとのことで、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関においてヒアリングする中で、創業の趣旨や事業を始めた動機があやふやになりかけており、まずは、創業の
目的を明確にし、それに沿った経営方針や経営戦略を策定する必要があると判断した。また、今後の展開を見据えた
場合、ブランディングや事業展開にも長けた本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業は、食事・栄養指導に関る管理栄養士として、生活習慣改善指導に関る特定保健指導を行っており、健康をナ
ビゲートするスペシャリストである。そこに、栄養吸収改善に優れた『腸内環境を向上させる乳酸菌商品』に出会ったこ
とで乳酸菌商品を主軸に創業した。しかしながら、商品販売に注力するあまり、管理栄養士としてのカウンセリングが希
薄になり、その強みが活かせていなかった。そこで、まず、経営方針を作る前に、目的設定の重要性について深く理解
してもらうために、戦略・目標・計画・行動の流れについて整理していった。創業したときの気持ちや動機を改めて思い
起こさせ、明確な企業理念を打ち立て、これに則った商品・サービスの仕分けを行った。また、ターゲットを決定し、戦
略・ビジョンの策定支援を行い、販売促進ツールであるチラシやプロモーション動画の制作支援も行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000uowL3QAI

支援

企
業

■氏名：宮本 享宙
■保有資格：経営士、プロフェッショナ
ルコーチ
■専門分野：マーケティング
■専門家の声：「目的の明確化」を徹
底追及し、ビジョンをブラッシュアップ。
そこから「目標の数値化」→「計画」を
設計したうえで、日々の課題までの落
とし込みをして、一歩一歩の着実な行
動が出来るようナビゲートを行った。

特定保健指導の仕事の中で、人々を生活習慣、食生活等
の改善によって健康に導くことができることにやりがいを感じ、
そこに腸内環境改善をプラスすることで、より安全に健康に
なれることが分かり、事業として広く一般に普及させたいと
思った。今回、支援を受け、目的を明確にすることの大切さに
気づき、自分の目指すものを確信することができたので、今
後これを元に夢を実現させるべく頑張りたい。

複数回の支援から、『健全なライフスタイル＝豊かな人生。そのために心身ともに健康をサ
ポートする』とした企業理念や一般消費者だけでなく、ケアマネジメントを必要としたマーケットへ
のアプローチの戦略や、事業計画、商品等について随時ブラッシュアップしていけた。これにより、
特徴的な商品と管理栄養士としてのカウンセリング等を一本化した「ウェルネス マネジメントプ
ログラム」として確立させたことで、事業内容も明確になり、プロモーションもかけやすい差別化さ
れた事業計画となった。今後はカウンセリングサロンも立ち上げる予定となり、今後の事業展開
に期待がもてる。

支
援
を
受
け
て
の
チ
ラ
シ

創業

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000uowL3QAI


平成29年度専門家派遣事例 39

今後の従業員増加に備えた労務環境整備で事業成長に繋げる愛媛県

支援体制

木村 倫人 氏

えひめビジネスサポートネットワーク
（チームえびす）

公益財団法人えひめ産業振興財団

専
門
家

株式会社 ＷＥＳＴ

■業種：製造業
■従業員：8人
■資本金：300万円
■創業：平成24年
■住所：愛媛県伊予郡松前町北川原982
■企業概要：精密機械部品溶接加工

■支援の経緯
本企業は、経営者である西岡広行氏が、前職の精密機械部品の溶接加工経験を生かして、平成24年に独立起業し
た製造事業者である。本企業の溶接加工技術は、特に見栄えの良さを要求される部品や製品に対応しており、近年、
県外からの顧客を中心に受注が急増している。これまでは、経営者の前職時代の仲間を中心に少数精鋭主義で従業
員数を増加させてきたが、今後は、さらなる事業規模の拡大に伴い、従業員の追加採用も増加することが想定される。
このため経営者の思いを新たに雇用する従業員にも浸透させ、且つ、気持ちよく仕事をしてもらうための労務環境を
早急に整備しなければならない必要性に気づき、その具体的な進め方について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当職員が本企業の労務環境の実態についてヒアリングしたところ、本企業の存在価値や使命を示す経営
理念や行動指針は策定されていたが、就業規則や賃金規程類はまだ整備されておらず、経営者の構想はあるが、明
文化されていなかった。経営理念を反映した就業規則や賃金規程類の整備が喫緊の重要経営課題であると明確にな
り、労働実態や労務環境の分析や、あるべき労務環境の姿やそれを実現するための就業規則類の整備について支援
実績の豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、経営者の思い、社内の労働環境、労務管理の実態を確認し、就業規則と賃金規程
整備に向けた課題を明確化した。さらには、経営者が作成した規則類の具体的内容につい
て、本企業の労働実態と経営者の思いとの整合性、経営体力から許容される昇給額などに
ついて、分析やシミュレーションを繰り返し、規則類のブラッシュアップを行った。また、労働
時間の増大を抑制するため、さらなる生産性の向上施策も提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000veppIQAQ

支援

企
業

■氏名：木村 倫人
■保有資格：社会保険労務士
■専門分野：労務環境整備
■専門家の声：支援は、経営者の思
いを尊重しつつ寄り添いながら実施し
た。具体的には、法規制を遵守しなが
ら経営体力に応じたより良い労務環
境を実現していくための、会社として
のルールを就業規則や賃金規程など
に反映する支援となった。

独立起業してまだ5年の若い会社ではありますが、前職時
代の経験から、従業員には気持ちよく働いてもらいたいとの
思いを強く持っておりました。
お陰様で、当社の溶接技術を高く評価していただけるお客
様からお仕事を頂戴することができて、今後も事業成長でき
そうです。これにしっかり対応していくためには、従業員の増
加は避けて通れないと思っていたところ、木村倫人先生に相
談させていただくことができました。
今後も、従業員満足度を高めてお客様にも評価される会社
に成長できるよう歩んでまいります。

今回の支援で、経営者自らが本専門家のアドバイス受け、労働実態に整合させつつ、経営
者の思いが反映された就業規則を作成し運用開始することができた。また、経営体力を考慮
した賃金規程を作成するとともに、各従業員の給与を昇給させることもできた。このことにより、
良好な労務環境を維持しながら、今後増加していく従業員を円滑に戦力化し、本企業の強み
である、特殊溶接の技術水準を向上しつつ、今後の受注増大に対応しての事業成長が見込
まれるようになった。

支援面談の様子

良好な職場環境

雇用
労務

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000veppIQAQ
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立地条件に負けない店舗展開と若い世代への新商品提供高知県

支援体制

藤原 美江 氏

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

高知商工会議所

専
門
家

産直 こうて屋

■業種：卸売・小売業
■従業員：4人
■資本金： -万円
■創業平成10年
■住所：高知市帯屋町2-3-1ひろめ市場内
■企業概要：八百屋

■支援の経緯
本企業は、平成10年に高知の観光名所として名高い『ひろめ市場』にアンテナショップを出店した八百屋である。代表
者は、ジュニア野菜ソムリエの資格をもつ。文旦と生姜の生産農家でもあり、「南国高知の果物や野菜の美味しさをお
届けしたい」と、広く全国にも商品を発送してきた。しかし近年、店舗の売上高は減少傾向にあった。そこで『ひろめ市
場』の東側の改善計画である複合施設設備事業に併せ、販路拡大の糸口や打開策を求めて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関の担当職員が本企業の代表者に対しヒアリングを実施したところ、「消費者が、文旦や生姜を口にする機会を
増やしたい」との強い想いを持たれていた。しかし代表者は、計画はもちろん、具体的なノウハウを持ち合わせていな
かった。そこで、商品の企画・開発や店舗デザイン・ディスプレイの構成などの知識や販売促進等に対して経験・実績が
あり、高知県内の市場の状況を把握している本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、お客様が文旦や生姜を口にする機会を増やすために店舗の一部を改装し、生姜製品を
メインとしたカフェを開業することをアドバイスした。具体的には、蒸し生姜パウダーを使用した
ドリンクや文旦等旬な果物を使用したスムージーの提供を提案した。また、生姜を使用した寒天
ゼリーの開発も提案し、協力先となっていただける企業を紹介した。店舗の改装に関しては、代表
者事が改装後をイメージしやすいようにヒアリングの中で簡単なラフ画を示し、従業員とも情報
共有をするように促した。また、人員体制についても新たなスタッフと従来のスタッフの役割分担
を明確にしていくようにアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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関
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専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjC3AAJ

支援

企
業

■氏名：藤原 美江
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：経営革新・販促支援
■専門家の声：店長はジュニア野菜ソム
リエの資格を有しており、商品に関する知
識は豊富で、商店街を元気にしたいとの
思いが強い。その思いを大切に商店街に
寄与できる企業となることを期待しながら
支援しました。

生姜農家が営む八百屋であるため、生姜の美味しさを伝え
たいとの想いは長年持っていたが、どのようにすべきか悩ん
でいた。そのような中で、今後の具体的な計画づくりや店舗
の改装イメージなどについて助言をいただけて、本当に感謝
しています。
今回の支援により、小売りだけでなく、飲食スペースを開設
し、新たな顧客獲得の余地が生まれました。今後は、今回の
ご支援の中でいただいた助言をもとに、新商品開発にも力を
入れていきたいと思います。ありがとうございました。

支援機関の担当職員と専門家とのヒアリングから、店舗の改装を実施することになり、生姜製品をメイ
ンとしたテイクアウトも可能なカフェを開業する運びとなった。また、同時に生姜寒天ゼリーの商品開発も
実施することができた。
カフェは8月の開業以来、平日は平均で10人、土日は平均で50人が利用している。特にこれまで八百
屋の利用が少なかった10代・20代の利用が目立っている。

支援後開発された寒天ゼリー

生姜製品をメインとした展開チラシ

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjC3AAJ
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厳選素材の強みを生かした新商品開発と経営計画策定支援福岡県

支援体制

西岡 隆 氏

中小企業支援プラットフォームふくおか

福岡県商工会連合会

福岡広域連携拠点/糸島市商工会

専
門
家

天然パン工房 楽楽

■業種：製造業
■従業員：5人
■資本金： -（万円）
■創業：平成18年1月
■住所：福岡県糸島市浦志1-12-14 
■企業概要：パンの製造販売

■支援の経緯
本企業は、福岡県糸島市でパンの製造・販売を行っている。天然酵母と自社産や糸島産の小麦や野菜など、無農
薬・無化学肥料の厳選した素材を使用した、安心安全なパン作りを行っている。これまでは中期経営計画に基づいた安
定した売上を維持しているが、売上の約8割が卸売であり、特定企業への売上依存度が高いという問題を抱えていた。
今年度は創業10年目の節目の年であり、2年後には店舗近くに新駅が設置され、店舗の周辺環境が大きく変化する。
そのため、今後10年間を見据え、問題解決策を盛り込んだ事業計画を策定したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
本企業へのヒアリングを行ったところ、売りとなる直販用の商品を開発し、直販（自店舗販売・インターネット販売）での
販売量を増やし、直販比率と利益率を向上させて経営の安全性を高めること、周辺環境の変化を勘案した経営計画を
策定することが必要であると判断した。そこで、本企業が経営革新計画の承認を受けた際に支援されており、糸島市の
地域特性にも詳しく、食品企業の売れる商品づくりや販路開拓支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
現状と事業の方向性、新商品のアイデア等についてヒアリングを行い、無農薬・無化学
肥料など厳選した素材の強みを生かした直販用の新商品の具体化と経営計画策定支援
を行った。具体的には、季節イベント毎に企画・販売しているパンセットが好評であるため
、産直品（野菜や蜂蜜等）を練り込んだパンと産直品のセットを新商品として販売すること
とした。また、生産量を高めるため、店舗改装の必要性やHPリニューアル時の新商品の
訴求方法についても明確化した。また、周辺環境の変化を勘案した売上数値計画や実施
体制などについても検討し、実現性の高い計画となるようアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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関
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専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxidoAAB

支援

企
業

■氏名：西岡 隆
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■専門家の声：今回が3回目の経営革新
計画承認になるが、代表者は非常に高い
目標意識をお持ちで、同計画を目標設定
と実現のためのツールとして上手く活用
されている。その点を踏まえ、実現性の
高い計画となるような支援を心掛けた。

創業当初より、西岡先生のご指導で経営革新計画の承認
を受けることができました。常に中期経営計画を立てることで、
事業に取り組む道筋を組み立てることができ、創業10年目を
迎えることができました。今回の相談で、現状と課題・新たな
目標を明確化することができました。新たなセット商品の販売
により直販売上の向上を図り、ＲＡＫＵＲＡＫＵブランドの確立
に向け努めていきたいと思っています。
いつも親身になってご指導いただき感謝しております。今後
とも宜しくお願いいたします。

自身のアレルギー克服経験を生かして、アレルギーやアトピーで悩む人に美味しいパンを
届けたいとの思いで作った“からだがよろこぶ”天然酵母パンと、地元糸島産の安心安全な食材
や自家製の小麦や野菜を使って、本企業のコンセプトに合うものをセット販売した。また、看板を
作成したり、ＳＮＳで買いやすいしくみを作ったりと、5年後を見据えた実行性の高い計画を立てる
ことができた。今回策定した経営計画に沿った施策の実施と管理を行うことで、より一層、ＲＡＫＵ
ＲＡＫＵブランドの確立が見込まれる。

ハーブティーを練り込んだ
パンとハーブティーのセット

自家製野菜(左)と自家製野菜を
使ったパンと野菜のセット(右)

経営
革新

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxidoAAB
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販売チャネルに即した効果的なリピーターづくり支援佐賀県

支援体制

大石 真 氏

さがん中小企業支援プラットフォーム

佐賀県商工会連合会/唐津東商工会

専
門
家

株式会社 オリーゼ本舗

■業種：卸売・小売業・
■従業員：26人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和19年
■住所：佐賀県唐津市浜玉町浜崎1050-1
■企業概要：自然食品製造販売

■支援の経緯
本企業は自然食品の製造販売を行っており、本社では直営店を併設しながら外販・通販・特約店を主体として営業
展開し、全国各地に顧客を有している。昨今の健康志向の高まりを背景に関東エリアを中心とした百貨店での売上割
合が増加しているものの、今後は通販事業に注力していきたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員が通販事業の状況をヒアリングしたところ、無添加酵母・酵素発酵食品を主軸に『健康志向層』を明
確なターゲットとして、酵母の役割や『お客様の声』等を盛り込んだ非常に情報発信力の高いHPを作成されているもの
の、通販事業に特化したデータ分析や販売チャネルに即した販促が不十分であった。そこで、通販事業における顧客
サービス向上を図るため、通販を専門として多数の指導実績を有する本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
通販事業の更なる事業拡大を図るため、リピートにつながる「商品づくり」「販売促進方法」「データの分析法」について
アドバイスをした。具体的には、新規顧客増・売上拡大に重要な催事部門と通販部門の顧客の区分並びに販売チャネ
ルに即したフォローについて指導を行った。相談のあった通販部門のみを考えるのではなく、会社全体として売上拡大
を考えた際の部門ごとに適した販売促進方法をアドバイスした。
また、通販事業の特徴である配送についても適宜配送日数の確認等を行うことで
お客様のサービス向上を図ることが可能となる。あわせて、直近発送のＤＭについて
もＦＡＸ注文の割合減少に伴い、『注文欄』から『商品ＰＲ欄』への変更を指導した。その
際、取扱商品が他社商品と比較し、いかに魅力的であるのかを明確にするアピールポ
イントについても提案をした。同時に、部門ごとの専業体制を整えることが更なる拡大の
一歩となると指導した。

支援概要

成果

事業者の声
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成
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関
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専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Vr2fyAAB

支援

企
業

■氏名：大石 真
■保有資格：通信販売実務
■専門分野：通信販売
■専門家の声：会社の想いや商品は良
いものであるが、それを顧客に伝えきれ
ていない。又、催事部門と通販部門で
会社内顧客を取り合っているため、会
社全体の売上が上がっていない。部門
毎に集客方法と販促方法を分けて考え
ることが必要である。

大石先生に指導いただき、効率的にリピートにつなげる仕
組みづくりを学びました。リピートの仕組みとして、お客様の
購入状況にあわせた細かな販促方法について指導を受け、
早速、新たな販促物を準備することができました。
具体的には販売回数や販売商品により同梱する販促物に
ついて、全ての内容を確認いただきました。その結果、重複
内容の見直しを行い、お客様に短いＤＭ等でもしっかりと本
企業の本当に伝えたいメッセージを基に選定を行っていく、
大変よい機会となりました。ありがとうございました。

今回、商品の構成比率などをベースに媒体効果分析、販売効果分析についてアドバイスを受
け、今後はＲＦＭ分析を取り入れる指導を受けました。特に例年9月に実施する販促キャン
ペーンの際に、指導を受けたＤＭを早速送付したところ、8月の売上が前年比約10％増に至っ
た。その他、本企業は全国の百貨店での販売と通信販売を柱としているが、今回の支援をふ
まえ、各部門のフォローについて専業性を整えていくことで更なる売上増加が見込まれる。

商品全てを案内していたDM

商品の魅力を紹介したＤＭ

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Vr2fyAAB


平成29年度専門家派遣事例 43

新規顧客の獲得へ向けた店舗レイアウトの改善長崎県

支援体制

小平田 貴子 氏

長崎県よろず支援拠点

専
門
家

合資会社 玉屋

■業種：卸売・小売業
■従業員：3人
■資本金： -（万円）
■創業：昭和8年
■住所：長崎県島原市中堀町64
■企業概要：婦人服、小物の販売

■支援の経緯
本企業は長崎県島原市に所在する婦人服店で、創業80年を超える歴史を持つ企業である。地域の中心商店街に店
舗があり、長年の実績から優良な固定客を抱えているが、主要顧客の高齢化が進み、事業の先細り感が否めない状
況に危機感を持っていた。そうした中で当拠点のサテライト相談が島原市でも開催されていることを知り、新規顧客獲
得のために先進的な販売手法を取り入れたいとの希望で当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
本企業をヒアリングし販売分析を行った結果、顧客の約9割がリピーターで、販売のタイミングは創業祭など固定客の
販促イベントの時期に集中していた。売上げの大半は、特定の既存顧客に偏っており、新しい顧客の取り込みができて
いないことが明らかとなった。今後、硬直化した仕入活動の見直し等も進めていく必要があるが、まずは、既存顧客中
心の販売促進活動を改め、新規客が店内に入りやすいように店舗レイアウトの変更が必要と判断し、実務経験が豊富
な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

支援概要

成果

事業者の声専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U8N8cAAF

支援

企
業

■氏名：小平田 貴子
■保有資格：建築士、インテリアコーディ
ネーター
■専門分野：店舗レイアウト
■専門家の声：支援にあたり、店舗の歴
史や周辺環境、顧客情報などをヒアリン
グし、事業所様の長所を生かす支援を心
掛けました。また新規客を取り込んでいく
上で顧客心理も意識したレイアウトとディ
スプレイの指導を行いました。

お店のレイアウト変更に対して、的確なアドバイスをいただ
いただけでなく、その場で実際のレイアウト変更を進めていく
手法に驚き、プロの凄みを感じさせられました。ご指導の中で
は、基本的な考え方を教わりながら、実践の中で現場作業を
経験できましたので、店舗レイアウトを変更することに対する
抵抗感がなくなり、自由な発想で動かすことの重要性を学ぶ
ことができました。素晴らしいご支援をいただき、本当にあり
がとうございました。

店舗レイアウトの変更により、店舗への入店率が向上している。また来店後の客動
線も店舗レイアウト変更時点で意図していた通りの動きとなっており、各売り場への
立ち寄り率も大きく向上している。既存顧客からは、『店内が明るくて商品も選びやす
くなった』との評価をいただき、客単価は8％増加した。スタッフ動線と客動線の整理
など具体的な手法を習得でき、独自の発想でレイアウト変更ができるようになった。

レイアウト改善前

(下)レイアウト改善後

従来の接客型の店舗レイアウトから新規客が入りやすいゾーニング型のレイアウト
に変更する提案を行い、その場で実施した。新規客がいかに違和感なく奥まで入店
してもらえるかという視点で、客動線が八の字を描くようにし、レジからの視線もかわ
しながら、ある一定の距離感を保てるように助言した。またレジ・テーブルの位置を変
更して試着室・バックヤード入口と集約させることで、作業スペースを確保しつつ、ス
タッフ動線の改善も図った。さらに今後導入予定の什器や照明器具の配置、新たな
コーナー展開についてもアドバイスした。

その
他

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U8N8cAAF


平成29年度専門家派遣事例 44

新商品ハーブティー販売の為のパッケージデザイン支援熊本県

支援体制

松田 浩隆 氏

一般社団法人 天草市起業創業・
中小企業支援機構

アマビズ

専
門
家

アロマ&ハーブＣｏｏ

■業種：サービス業
■従業員：1人
■資本金： -（万円）
■創業：平成24年
■住所：天草市志柿町6634-10天草丸2F
■企業概要：アロマを使った心身ケア・商品販売

■支援の経緯
本企業は看護師だった代表が、アロマ・ハーブ・ヒーリングにおいて12以上の資格を取得後に設立。アロマスクール
やワークショップ・アロマヒーリングセラピーなどを、船の客室を利用したカフェで提供し、商品の販売も行っている。当
機関の開設記念講演会に参加されたことをきっかけに、天草以外の地域から顧客を集め、当該アロマのよさを広めて
いき、売上を拡大させることを目標に、当機関に相談に来られている。今回は、ハーブティーを売り出すためのパッケー
ジを自作したがまとまりがなく、改善点を求めたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員がヒアリングを行ったところ、本企業自身でデザインしたパッケージは、完成度は高いが商品価値が
伝わりにくいという印象を受けた。よって、パッケージデザインは専門的な助言が必要であると判断し、幅広いジャンル
の商品パッケージ・ロゴデザインの実績が多くあり、ヒアリング力が高く商品価値が伝わるデザインを得意とする地元天
草在住の本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
様々な薬草を使った多種多様なハーブティーがあり、個々にパッケージを作る必要があった。
既存の素材集には良いものが見当たらなかったので、Wｅｂイラストの素材集を使うことを提案し、
レイアウトや書体の使い方、空白の使い方で高級感を出せる等、様々な手法を指導した。
さらに商品のキャラクターを出せるように素材の色を使うようアドバイスした。
また、アロマオイルも販売されており、貝殻を象った石膏に染み込ませて使用することがわかり、
背景に花や海をイメージさせるイラストを提案した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vlaR7QAI

支援

企
業

■氏名：松田 浩隆
■保有資格：なし
■専門分野：デザイン全般
■専門家の声：相談者様はデザイン
の方向性は見えていたものの、具体
的な方法が見つからず困っておいで
でした。対話を増やすことで趣味嗜好
を見つけ、商品が魅力的になるようア
ドバイスしました。

プロの目から手直しのアドバイスをいただき、途端にレベル
アップしたラベル作成ができました。松田氏は、とても穏やか
に優しくアドバイスをしてくださり、こちらの要望も伝えやすく
感謝しています。また、自分で作業をする行為があることも、
まるっきり任せるのではなく、自主性を尊重して下さるという
点で良かったです。
今回、ミラサポの専門家派遣事業を初めて使いましたが、
地元の専門家に相談でき、時間を有効に使うことができまし
た。小さな事業所にとっては大変役に立つシステムと思いま
す。ありがとうございました。

支援前のパッケージ

(下)支援後のパッケージ

従来の商品に加え、今まで廃棄していた葉や茎を有効利用し、習慣的に食物繊維を摂る
ことのできる新商品を効果的なパッケージで販売することができた。

支援により、本企業自身のデザイン力がアップし、ラベルの漢字の使い方や字体により中高
年層にも訴求でき、商品のキャラクターを生かしたラベルが完成した。
また陳列方法も工夫し、消費者が手にとりやすくなったため、今後、20％増の売上を目標と
している。

もの
づくり

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vlaR7QAI


平成29年度専門家派遣事例45

「島のたこ」を活用した商品開発とブランディング支援大分県

支援体制

綿貫 裕崇 氏

大分県商工会・中央会等
地域プラットフォーム

大分県商工会連合会

専
門
家

株式会社 おおいた姫島

■業種：卸売・小売業卸売・小売業・小売業
■従業員：4人
■資本金：960万円
■創業：平成23年（平成27年法人設立）
■住所：大分県東国東郡姫島村2051
■企業概要：農水産物の生産、加工、販売

■支援の経緯
本企業は、平成23年4月に個人事業として百貨店催事・ネット販売を開始し、平成27年5月に「幻の2日ひじき」が第1回
日本ギフト大賞を受賞した卸売業者である。さらに「本物の食材を全国の食卓に届けたい」との想いで平成25年7月に
法人設立した。姫島で生産される食材から、一次産業を復活させ、地域活性化の原動力にしたいという目標を達成する
ために「島のたこ」を活用した新商品を開発することになり、具体的な進め方について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関担当職員が新商品開発についてヒアリングを行ったところ、商品を開発する技術はあるものの、商品価値を高
めるためのブランディングについての能力が不足していることが明らかになった。そこで、効果的なブランディング戦略
を構築するため、ブランディング、パッケージデザイン、マーケティングの支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、マーケティングやブランディングの基本的な考え方、コンセプトの重要性についての
理解を深めていただけるように支援を実施した。「島のたこ」を活用した商品の開発について、
たこの頭はミンチにして、たこめしの素として商品化をすすめ、マーケティングの観点からレトルト
加工による常温商品での発売を提案した。また付加価値を高めるパッケージデザインは、特別
感を出すように上部を細くした形状を取り入れ、食材の加工方法もアドバイスした。 さらに、商品
単体ではなく「おおいた姫島」のブランディングについてブラッシュアップし、新たなキャッチコピー
についてのアドバイスも実施した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mUYdUAAW

支援

企
業

■氏名：綿貫 裕崇
■保有資格：パッケージデザイナー
■専門分野：デザイン・販路拡大
■専門家の声：ひとつひとつを確実に
仕上げていく姿勢が感じられました。
また、自社商品が売れるだけではなく
姫島全体の活性化も願っているよう
ですので、これからも力をつけていっ
てもらいたいです。

ミラサポは無料で専門家の高度な指導が受けられ、弊社と
しては大変助かっている。今回は綿貫先生に、新たな商品開
発やそのパッケージ、販路開拓にいたるまでをご指導いただ
いた。先生は全国的に弊社と同業種である食品加工会社の
指導をしており、トレンドをつかむことや先進的なデザインな
ど、多くの会社を成功に導いている。そうした先生の指導をミ
ラサポを利用して受けれるのは大変ありがたく、社員一同、
会社の進むべき方向性を見直すきっかけにもなっている。今
後もミラサポを活用し弊社の発展につなげていきたい。

主婦の目線で、調理が楽になるようなイメージで、パッケージ形態も料理中に使いやすく、保存性の
高い商品を開発することができた。また、他の常温商品とは違った目立ち方をするパッケージとなり、
お客様に手に取ってもらえる商品となったことで、販売目標の月100個（単品）、年間2,000個（単品+ギ
フト詰め合わせ分）に向かい、これまで以上に積極的に商談を行えるようになった。
さらに、現在開発中の商品についてもブランディングが、ぶれないような認識をもつことができた。

おおいた姫島ブランドイメージ

パッケージデザイン

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mUYdUAAW


平成29年度専門家派遣事例 46

収益強化への生産性拡大と新種ごまの加工開発支援宮崎県

支援体制

大崎 美由紀 氏

宮崎県よろず支援拠点

専
門
家

しも農園

■業種：製造業
■従業員：1人
■資本金：150万円
■創業：平成26年
■住所：宮崎県北諸県郡三股町樺山1184-1
■企業概要：ごまの生産、加工販売

■支援の経緯
本企業は、平成26年に創業し、農薬を使わず栽培した希少価値が高い「ごま」を生産から加工まで行っている事業者
である。現在の商品は、1年以内にほぼ完売できており、売上としては順調である。しかし、原材料としてのごまの生産
性が低く、完売しても十分な収益を上げられず、2期連続で欠損を出している状況である。収益性を高めるためには、生
産量の拡大とともに、既存の品種より栄養価が高い新種の「ごま」の栽培や加工開発した高付加価値新商品を売り出
す必要があり、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当拠点Ｃｏが、商品開発における事前マーケティング戦略のヒアリング、サポートを実施した。健康志向の強い

首都圏の中高年女性をターゲットとすることになり、市場の情報や新商品の提案、ターゲットに対するアプローチ等販
売戦略の支援が必要であると明確になった。そこで販路開拓に長けていて、実際に食品メーカーでの商品開発経験も
ある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず商品開発のためのフレームワークを活用した思考整理をサポートし、「市場調査～開発
～発売」までのスパンとＴｏＤｏの整理を行った。次にターゲットが求める新商品を絞り込む
ため、女性誌での流行を把握分析、新商品の開発に向けて現在のリソースでの対応可否
など潜在課題を洗い出した。そのうえで、ごまの裏作として栽培方法等が類似しており収益

性が高いと見込まれる作物栽培とその商品化について提案した。

支援概要

成果

事業者の声

よ
ろ
ず

支
援

拠
点

専門家の声

相談

支援依頼

専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000uCEkcQAG

支援

企
業

■氏名：大崎 美由紀
■保有資格：栄養士、食農検定
■専門分野：ものづくり、販路開拓・拡
大支援
■専門家の声：経営者の意欲と商品の
品質が高い。それをより生かして商品を
開発販売していくために必要な課題や
マーケティングなどについて具体的にど
う考えたら良いかなど雑誌や資料など
交えアドバイスさせていただいた。

新種のごまの生産に関しては、収穫が完了して加工できる
状態にはあり、当地での栽培が可能であることが確認できた。
新商品開発に関しては、専門家より既存のごま商品の情報と
新商品の提案、首都圏の市場動向等について参考になる説
明をいただいた。今後改めてターゲットを絞り込む必要性が
あり、市場動向に関する情報もいただきながら再考したい。
また、商品開発に先行して、新品種のごまを従来の商品であ
る「煎りごま」「すりごま」「練りごま」等に加工し、新商品の円
滑な市場導入向けて販路の確保を図りたい。

商品開発でのＴｏＤｏの見える化促進や、事業安定のための収益強化の選択肢提示により、
本企業が能動的に戦略を選択できる環境が生まれ、視野が広がった。
これから具体的な商品開発のステージに入るが、様々な可能性の中から現時点でできること、
進むべき道が見えるようになったことは大きな成果である。まずは、新種のごまを使用して従来
の加工をし、新商品の円滑な市場導入向けて販路の確保を図っていく。価格の見直し、パッケー
ジデザイン、コピーの見直しにも取組み中である。

女性誌での流行把握、商品
開発のフレームワークシート

ごま加工品（イメージ）

もの
づくり

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000uCEkcQAG


平成29年度専門家派遣事例47

出水海苔のブランド認知度向上と販売促進計画策定支援鹿児島県

支援体制

松田 恭子 氏

中小企業地域プラットフォームかごしま

鹿児島県商工会連合会

専
門
家

北さつま漁業協同組合 出水支所

■業種：漁業
■従業員：20人
■資本金： -（万円）
■創業：平成15年
■住所：鹿児島県出水市住吉町45-27
■企業概要：漁業協同組合

■支援の経緯
本企業は、昭和25年頃から海苔養殖が始まった北さつま漁協出水支所管内で、伝統的に酸処理をせず「干出」製法
による海苔生産を福ノ江浜全体で行っている。環境に配慮した海苔の生産方法は高く評価され、連載漫画にも出水の
海苔が掲載されている。 しかしながら、高齢化により海苔養殖に取組む漁業者が減少傾向にあることから、海苔生産
所得を向上させ、ゆくゆくは新規就業者を呼び込む必要がある。このためには、海苔のブランドの認知度向上と販売促
進が重要な課題となる。現在、海苔の品質向上や生産振興については漁協内で一定の活動を行っているが、外部に
向けたＰＲや販売促進の取組みが必要なため当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
当機関職員がヒアリングを行ったところ、組合員である海苔養殖（生産）業者は、伝統的生産方法で作られた海苔は、
高付加価値商品であるという自負はあるものの、これまで伝統的チャネルでの販売しか行っておらず、仲買業者任せに
なっているのが現状であった。外部に向けたPRから売上向上につなげるため、漁協のブランディング支援の経験があ
り、販売戦略、販路開拓に長けた本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援
環境に優しい伝統的な干出製法による海苔の品質保証をするために製造方法の
ルールを再確認し、基準を設けた。さらに充実させるために地理的表示保護制度の申請を
検討した。ブランドのPRや販売体制を確立するため、まず漁業者が共同で法人化して販売・
加工事業に取り組むことを提案し、商談会やメディア掲載にも積極的に取組むようアドバイ
スした。法人化する3業者とともに役所に同行し、今後の展示会等の情報やPR方法に
ついて市からも協力いただけることになった。

支援概要
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支援依頼

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000VIlKTAA1
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企
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■氏名：松田 恭子
■保有資格：日本政策金融公庫 農業
経営上級アドバイザー、農林水産省6次
産業化プランナー、など
■専門分野：農水産品を活用した商品
開発、販売戦略、販路開拓の支援
■専門家の声：生産者が長年こだわっ
てきた環境への配慮や品質の良さを評
価してもらうにはどうすべきか、持続的
な経営に向けた体制作りを重視しました。

豊富な実績と、高い見地から生産者である私たちにブランド
構築について懇切丁寧にご説明いただき、私たち生産者自
身が営業・販売まで行うことが可能な体制に導いて下さいま
した。
先生・商工会事務局の熱心なご支援に感謝します。
まだまだご支援いただきたいと思いますが、これからも自分
たちのことと捉え、出水海苔の価値を高め、所得向上、ひい
ては漁業者、地域の活性化を目指していきたいと思います。

本企業の漁業者による会社設立の方向性が決まり、海苔ブランドのＰＲ、販売促進に向け大
きな一歩を踏み出すことができた。過去、イベントに参加したこともなかったが、「国産農林水
産物・食品への理解増進事業」に申請し、商談会、イベントへの出展については市の支援が
得られることになった。今後は、年2～3回の参加を目標とし、平成30年度ふるさと名物応援事
業に申請予定、シーフードショー大阪に出展予定である。法人化を決断できたことで外部への
ＰＲ～販売促進～売上向上～地域活性化の道筋がたてられた。 食材見本市にも出展しアピール予定

伝統的な干出製法でのブランド海苔

販路
販促
支援

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000VIlKTAA1
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ＨＰのリニューアルに伴う、高機能サーバーへの移設支援沖縄県

支援体制

松島 宏和 氏

おきなわ中小企業支援プラットフォーム

那覇商工会議所

専
門
家

株式会社 エナジーフロー

■業種：サービス業
■従業員：2人
■資本金：200万円
■創業：平成27年8月
■住所：那覇市金城2-11-4
■企業概要：Ｗｅｂサイトによる広告運用
コンサルティング

■支援の経緯
本企業は、BｔｏＢ向けのＷｅｂ集客のコンサルティングを行っている。今回、会員制ＳＮＳとｅラーニングを組み込んだ
ＨＰにリニューアルすることになったが、クライアントが安全かつスピーディーにアクセス出来るサイトを構築するとともに、
サイトへの集客を増やして行きたいという課題を抱えていた。これらの課題を同時解決したいという思いから、専門的な
アドバイスを求め、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由
ヒアリングの結果、Webサイト構築における、サーバー環境の選定、また運用するＷｅｂサイト自体の各種仕様やコン
テンツ構築などのアドバイスが必要と判断した。そこで、サイト移設や内部構造、ＳＥＯ対策にも詳しくＩＴ活用による経営
力強化支援の実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、サーバー選定においては高機能で実績があるサーバーを紹介した。その後、サイトの
運用を止めずにサーバーの移設を実現するために、現状運用している本企業のＨＰのドメイン
をそのまま移行先の新しいサーバーに移設する具体的な方法について指導を行った。
さらにサーバー移設後には、セキュリティー向上の目的でＳＳＬ化の設定も行うとともに、
ＳＥＯや使い勝手を向上させる目的で、最適なプラグインの選定のアドバイスをした。
ＡＭＰ導入によるサイトの高速化で、ユーザビリティの向上と検索上位表示を目指すと同時に、
今後自立してコンテンツの見直しとサイト運用ができる体制についても助言した。
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専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mzMzvAAE
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■氏名：松島 宏和
■保有資格：カラーコーディネーター
■専門分野：ＳＥＯ強化/販路拡大・販
促支援/ＩＴを活用した経営力強化
■専門家の声：良いサービスや商品
を持っていても、それをｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上で
有効に活用できてない企業様に対し
て、適切なシステムの選び方や戦略
の組み立て方、アドバイスなどを行っ
ています。

今回の弊社の課題を社内で取り組むには経験がなく、誰に
聞いていいのかさえわからない状態でした。専門家の松島氏
に来ていただき、当初のこちらの課題以上に集客やアクセス
アップに必要なアドバイスをいただき、今後、ＳＥＯの順位が
上がり、ＨＰへのアクセスアップや集客が期待でき、心から感
謝しております。

現状のＨＰの運用を止めることなく、高機能サーバーへの移設を行うことができた。また同時に
ＳＳＬ化と高速化のためＡＭＰ導入をすることができ、ユーザービリティーの向上に取り組んでい
る企業であることもアピールできるようになった。今後は、半年後にＨＰアクセス数50％アップを
目標としている。

リニューアルしたＨＰの一部

ＳＳＬ化とＡＭＰ導入

ＩＴ
活用

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mzMzvAAE

